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霧
島
市
の
財
政
事
情



平成23年度一般会計の決算状況

霧島市の平成23年度の決算がまとまりました。税金や国・県からの支出金などを   どのくらい収入し、どのように使われたのか、
平成24年度上半期（平成24年4月1日～ 9月30日）の財政状況と併せてお知ら   せします。
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収
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中
長
期
的
な
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立
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財
政
収
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均
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を
図
り
、

後
年
度
の
財
政
運
営
に
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平成23年度決算額 構成比
民 生 費 176億1,646万円 31.7％
公 債 費 92億8,966万円 16.7％
総 務 費 88億8,162万円 16.0％
教 育 費 54億1,747万円 9.8％
土 木 費 45億6,462万円 8.2％
衛 生 費 36億3,538万円 6.6％
農 林 水 産 業 費 22億5,042万円 4.1％
消 防 費 18億8,791万円 3.4％
商 工 費 6億8,367万円 1.2％
そ の 他 12億8,935万円 2.3％

計 555億1,656万円 100.0％

霧島市の財政事情 をお知らせします

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
第
１
項
と
霧
島
市「
財
政
事
情
」

の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
の

平
成
23
年
度
の
決
算
状
況
と
平
成

24
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況
を
公

表
し
ま
す
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
健
全

化
法
）
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23

年
度
決
算
に
基
づ
く
、
地
方
公
共

団
体
の
財
政
健
全
化
を
判
断
す
る

た
め
の
指
標
と
公
営
企
業
ご
と
の

経
営
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
指
標

を
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出の構成比

【用語説明】 【用語説明】

市木「もみじ」
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歳入の構成比

577億
9,005万円

地方交付税
29.1％

市　税
26.6％

国庫支出金
12.9％

県支出金
6.8％

市　債
8.4％

繰越金
4.9％

使用料及び手数料	 2.8％
繰入金	 2.0％
地方消費税交付金	 2.0％
地方譲与税	 1.2％
諸収入	 1.2％
分担金及び負担金	 1.1％
その他	 1.0％

農林水産業費	 4.1％
消防費	 3.4％
商工費	 1.2％
その他	 2.3％

民生費
31.7％

公債費
16.7％総務費

16.0％

教育費
9.8％

土木費
8.2％ 555億

1,656万円

衛生費
6.6％

平成23年度決算額 構成比
地 方 交 付 税 168億4,383万円 29.1％ 
市 税 153億5,323万円 26.6％ 
国 庫 支 出 金 74億7,908万円 12.9％ 
市 債 48億7,140万円 8.4％ 
県 支 出 金 39億2,500万円 6.8％ 
繰 越 金 28億5,676万円 4.9％ 
使 用 料 及 び 手 数 料 16億2,096万円 2.8％ 
繰 入 金 11億4,603万円 2.0％ 
地 方 消 費 税 交 付 金 11億3,992万円 2.0％ 
地 方 譲 与 税 6億9,580万円 1.2％ 
諸 収 入 6億7,563万円 1.2％ 
分 担 金 及 び 負 担 金 6億2,136万円 1.1％ 
そ の 他 5億6,105万円 1.0％ 

計 577億9,005万円 100.0％ 

地方交付税	 �地方公共団体が等しく行政サービスを提
供することができるよう、一定の基準によ
り国が配分するお金。

市　税	 �市民税や固定資産税など市に納められた
税金。

国庫支出金	 �市が行う特定の事業に対して、国から交付
されたお金。

市　債	 �市が行う公共事業などの財源として、国な
どから借りたお金。

県支出金	 �市が行う特定の事業に対して、県から交付
されたお金。

繰越金	 �前年度から繰り越されたお金。
使用料及び手数料	 �公営住宅の家賃や住民票などの証明書の

発行のために納められたお金。
繰入金	 �基金(市の貯金)や特別会計などから繰り入

れられたお金。
地方消費税交付金	 �地方消費税の一部を、人口などにより按

あん

分
ぶん

されて交付されたお金。
地方譲与税	 �国税として徴収され、一定の基準により国

から地方公共団体へ与えられたお金。
諸収入	 �市の預金利子や各種貸付金の元利収入。
分担金及び負担金	 �保育所の保育料や公共事業によって利益

を受ける人などから納められたお金。
その他	 �財産収入、寄附金として納められたお金な

ど。

民生費	 �高齢者や障がい者および児童の福祉推進
などに使われたお金。

公債費	 �これまでの公共事業などの財源として借り
入れたお金の返済に使われたお金。

総務費	 �総務人事管理、財産管理、企画調整、地域
振興、税務事務などに使われたお金。

教育費	 �公立学校の管理運営や施設整備、生涯学
習の推進などに使われたお金。

土木費	 �道路や公園、公営住宅などの整備に使わ
れたお金。

衛生費	 �ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに
使われたお金。

農林水産業費	 �農業、林業、畜産業、水産業などの振興に
使われたお金。

消防費	 �消防署や消防団の運営など、消防活動や
救急活動に使われたお金。

商工費	 �商業や観光の振興および企業誘致などに
使われたお金。

その他	 �議会費、労働費、災害復旧費および公営企
業会計への諸支出金に使われたお金。



特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 143億3,952万円 141億4,999万円 1億8,953万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 10億5,482万円 10億5,197万円 285万円
介 護 保 険 特 別 会 計 87億6,401万円 84億9,292万円 2億7,109万円
交通災害共済事業特別会計 2,629万円 2,626万円 3万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 13億2,820万円 12億9,126万円 3,694万円
温 泉 供 給 特 別 会 計 8,040万円 7,575万円 465万円

計 255億9,324万円 250億8,815万円 5億 509万円

企　業　会　計　名 収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 21億7,150万円 17億1,225万円 7,107万円 13億7,078万円
工 業 用 水 道 事 業 719万円 463万円 0円 0円
病 院 事 業 45億1,446万円 41億2,545万円 7億9,130万円 13億7,703万円

計 66億9,315万円 58億4,233万円 8億6,237万円 27億4,781万円

区　　分 平成23年度末現在高
土　　地 3,548㌶

（うち市有林） （1,935 ㌶）
建　　物 906,773㎡

基　　金

計 188億7,251万円

内
　
訳

財政調整基金 60億4,177万円
減債基金 14億 493万円
特定建設事業基金 19億9,178万円
その他の基金 94億3,403万円

有価証券 2億3,002万円

借　　入　　先 平成23年度末
借入金残高

財 政 融 資 378億8,423万円
旧 郵 政 公 社 資 金 85億7,368万円
地方公共団体金融機構資金 131億4,071万円
市 中 銀 行 49億3,451万円
そ の 他 127億5,370万円

計 772億8,683万円

◎特別会計決算

◎企業会計決算

◎一般会計および特別会計の財産状況◎一般会計および特別会計の市債借入状況

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補てんしています。

普通会計の決算状況

繰出金 8.5％
投資・出資・貸付金 0.3%
積立金 4.7％
補助費等 4.0％
維持補修費 0.7％
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地方交付税 扶助費0

（億円）
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23年度
22年度

地方交付税
29.2％

市　税
26.6％

市　債
8.4％

国庫支出金
13.0％

県支出金
6.8％

555億
1,073万円

人件費
17.8％

扶助費
20.5％

公債費
16.7％

普通建設事業費
14.8％

物件費
11.0％

災害復旧
事業費
1.0％

諸収入 1.1％
地方譲与税 1.2％
地方消費税交付金 2.0％
繰入金 2.0％
使用料及び手数料 3.0％
繰越金 4.9％

分担金及び負担金 0.9％
その他 0.9％◎歳入

◎歳出（性質別）

平成23年度決算額 平成22年度決算額 対前年度増減額
地 方 交 付 税 168億4,383万円 172億9,492万円 ▲4億5,109万円
市 税 153億5,323万円 150億6,931万円 2億8,392万円
国 庫 支 出 金 74億8,273万円 73億3,547万円 1億4,726万円
市 債 48億7,140万円 56億 500万円 ▲7億3,360万円
県 支 出 金 39億2,240万円 38億9,726万円 2,514万円
繰 越 金 28億4,928万円 24億5,039万円 3億9,889万円
使用料及び手数料 17億3,396万円 17億7,203万円 ▲3,807万円
繰 入 金 11億5,399万円 2億7,893万円 8億7,506万円
地方消費税交付金 11億3,992万円 11億4,624万円 ▲632万円
地 方 譲 与 税 6億9,580万円 7億2,464万円 ▲2,884万円
諸 収 入 6億1,997万円 10億3,875万円 ▲4億1,878万円
分担金及び負担金 5億4,883万円 5億4,824万円 59万円
そ の 他 5億6,105万円 6億3,276万円 ▲7,171万円

計 577億7,639万円 577億9,394万円 ▲1,755万円

平成23年度決算額 平成22年度決算額 対前年度増減額
義 務 的 経 費 305億2,237万円 297億8,861万円 7億3,376万円

人 件 費 98億6,657万円 102億 874万円 ▲3億4,217万円
扶 助 費 113億6,613万円 104億2,084万円 9億4,529万円
公 債 費 92億8,967万円 91億5,903万円 1億3,064万円

投 資 的 経 費 87億8,527万円 86億4,866万円 1億3,661万円
普通建設事業費 82億1,773万円 79億9,335万円 2億2,438万円
災害復旧事業費 5億6,754万円 6億5,531万円 ▲8,777万円

そ の 他 の 経 費 162億 309万円 165億 739万円 ▲3億 430万円
物 件 費 61億1,822万円 60億8,144万円 3,678万円
維 持 補 修 費 3億9,384万円 4億 647万円 ▲1,263万円
補 助 費 等 21億9,123万円 21億3,302万円 5,821万円
積 立 金 26億1,392万円 32億8,870万円 ▲6億7,478万円
投資・出資・貸付金 1億4,541万円 1億4,512万円 29万円
繰 出 金 47億4,047万円 44億5,264万円 2億8,783万円

計 555億1,073万円 549億4,466万円 5億6,607万円

577億
7,639万円

23年度
22年度

市税 国　庫
支出金

市　債 県支出金 その他 人件費 公債費 普通建設
事業費

物件費 補助費等 その他

（企業会計を除く）

人件費	 �職員の給料、手当、社会保険料、議員や各種委員の報
酬などに使われたお金。

扶助費	 �生活保護費や児童手当、障がい者などへの支援に使
われたお金。

普通建設事業費	 �道路や橋りょう、学校、庁舎などの建設事業に使われ
たお金。

災害復旧事業費	 �災害によって被害を受けた道路や公共施設などを復
旧するために使われたお金。

物件費	 �備品購入費や委託料、臨時職員の賃金、消耗品の購
入などに使われたお金。

維持補修費	 �道路や公共施設などの軽微な補修に使われたお金。
補助費等	 �各種団体への補助金や協議会などの負担金に使われ

たお金。
積立金	 �基金（市の貯金）へ積み立てたお金。
投資・出資・貸付金	 �奨学金の貸付などに使われたお金。
繰出金	 �特別会計へ繰り出したお金。

◎主な歳入の前年度比較 ◎主な歳出の前年度比較

この普通会計の決算は、全国一律に実施された平成23年度地方財政状況調査（決算統計）に基づき作成したもので
す。霧島市の場合、一般会計から市場管理などにかかる経費などを除いたものが普通会計です。

霧島市の財政事情
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歳
入

歳
出 （企業会計を除く）

❶ 財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指数で、地方交付税法の規定により算

定された基準財政需要額で基準財政収入額を除して得た数値の３年間の平
均値です。一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超えるほど財政力
が強いとされています。

❷ 経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指数で、歳出の経常的経費に

充当された一般財源などの歳入の経常一般財源などに占める割合です。比
率が低いほど財政構造に弾力性があるとされています。

❸ 実質赤字比率
一般会計などを対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率です。

黒字の場合、「－％」で示されます。

❹ 連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額または資金の不足額の標準財政規模に対

する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❺ 実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する借金返済額の比率を示すものです。普通会

計の公債費に下水道事業特別会計や水道事業会計などへの繰出金（公債費
相当額）を加算し、財政負担の度合いを判断するもので、18％を超える
と地方債発行について国や県の許可が必要とされ、25％を超えると一部
の地方債の発行について制限されます。

❻ 将来負担比率
地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可

能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す比率です。350％を超えると健全化計画を策定し、
財政の健全化を図らなければなりません。

❼ 資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率です。資金不足

額がない場合、「－％」で示されます。（霧島市の公営企業会計：水道事業、
工業用水道事業、病院事業、下水道事業、温泉供給）

指　　数　　な　ど 平成23年度 平成22年度
❶ 財政力指数 0.53 0.55

❷ 経常収支比率 84.7％ 82.1％
健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 －％ －％

❹ 連結実質赤字比率 －％ －％

❺ 実質公債費比率（３か年平均） 12.3％ 13.1％

❻ 将来負担比率 47.6％ 68.9％
❼ 資金不足比率 －％ －％

◎主な指数など（決算統計・健全化法）

【用語説明】

【
用
語
説
明
】



民生費 公債費 総務費
歳出決算額 137,635円 72,886円 67,449円
歳出決算に占める割合 31.6% 16.7% 15.5%
対前年度との増減額 8,593円 1,043円 ▲3,902円

主
な
事
業

高齢者、障がい者、児童の福祉推
進などに。

これまでの施設整備などで借り
たお金の返済に。

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに。

◆児童クラブ運営補助
◆生活保護費の支給
◆子ども手当の支給
◆公立・私立の保育所運営・支援
◆養護老人ホームの運営
◆高齢者への生活支援事業
◆障がい者への生活
　支援事業

◆土地、建物などの財産管理
◆税の賦課・徴収
◆ふれあいバスなどの運行
◆自治会、地域の活性化事業
◆電算システムの稼動
◆行政改革への取り組み
◆交通防犯対策の
　取り組み
◆関平鉱泉販売所の
　管理運営

教育費 土木費 衛生費
歳出決算額 42,092円 35,458円 33,668円
歳出決算に占める割合 9.7% 8.1% 7.7%
対前年度との増減額 1,424円 ▲3,475円 2,643円

主
な
事
業

学校の管理運営や施設整備およ
び生涯学習の推進などに。

道路、公園、公営住宅の整備など
に。

ごみ、し尿の処理や健康増進事業
などに。

◆国分小学校ほか施設整備
◆横川中学校ほか施設整備
◆運動公園などの施設維持管理
◆埋蔵文化財発掘調査
◆図書館・図書室の運営管理
◆公民館講座などの開催
◆国分中央高校の運営

◆市道の維持管理および新設改良
◆河川および港湾の管理費
◆公営住宅の維持管理
◆土地区画整理事業
◆公園整備および管理事業
◆木之房団地建て替え事業

◆合併処理浄化槽の設置補助
◆ゴミの収集、運搬
◆�清掃センター、し尿処理場、火葬場の
管理運営

◆�各種予防接種、インフルエンザ対策事
業

◆母子保健事業
◆基本健診および
　各種がん検診
◆乳幼児医療費の助成

農林水産業費 消防費 その他の経費
歳出決算額 17,273円 15,172円 13,902円
歳出決算に占める割合 4.0% 3.5% 3.2%
対前年度との増減額 ▲1,483円 642円 ▲932円

主
な
事
業

農業、林業、畜産業、水産業の振
興などに。

消防活動や救急業務などに。 商業、観光、企業誘致、議会運営、
災害現場の復旧作業などに。

◆�園芸ブランド作物の推進および各種
生産組合などの育成・強化

◆農業施設などの整備
◆森林整備事業（除間伐事業など）
◆林道・農道などの整備事業
◆生産基盤整備などの県営事業負担金

◆常備消防（消防署）の運営
◆非常備消防（消防団）の運営
◆消防ポンプ車整備
◆防火水槽整備
◆水防防災・災害対策事業
◆防災行政無線整備事業

◆消費生活相談事業
◆中小企業対策事業
◆企業誘致推進
◆観光振興
◆議会の開催、議員の報酬
◆市道、農道などの災害復旧事業

[市民１人当たりの決算額と主な事業 ]

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成24年3月31日現在の人口127,454人で除したものです。

市民１人当たりに使ったお金は 435,535 円で、主にこのような事業に使われました。

霧島市の財政事情
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平成24年度上半期（4月～9月）の
財政状況
予算現額 収入済額 予算構成比 収入率

市 税 149億3,592万円 86億8,163万円 27.6% 58.1%
地方交付税 145億5,000万円 113億4,863万円 26.9% 78.0%
国庫支出金 71億2,758万円 28億5,377万円 13.2% 40.0%
市 　 　 債 59億5,190万円 0円 11.0% 0.0%
県 支 出 金 32億3,072万円 4億2,570万円 6.0% 13.2%
繰 入 金 29億8,155万円 0円 5.5% 0.0%
使用料及び手数料 14億8,904万円 7億3,950万円 2.7% 49.7%
そ の 他 38億6,509万円 33億8,537万円 7.1% 87.6%
歳 入 合 計 541億3,180万円 274億3,460万円 100.0% 50.7%

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 173億1,435万円 67億5,081万円 32.0% 39.0%
公 債 費 86億5,889万円 38億 599万円 16.0% 44.0%
総 務 費 62億3,840万円 25億2,887万円 11.5% 40.5%
土 木 費 59億3,714万円 7億8,041万円 11.0% 13.1%
教 育 費 48億8,974万円 19億4,288万円 9.0% 39.7%
衛 生 費 37億7,831万円 10億6,693万円 7.0% 28.2%
商 工 費 22億4,332万円 2億3,679万円 4.1% 10.6%
そ の 他 50億7,165万円 14億6,723万円 9.4% 28.9%
歳 出 合 計 541億3,180万円 185億7,991万円 100.0% 34.3%

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）

会　　計　　名 予  算  現  額 歳　入 歳　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 147億2,963万円 54億 780万円 36.7% 64億1,866万円 43.6%
後 期 高 齢 者 医 療 11億4,114万円 3億5,170万円 30.8% 3億3,800万円 29.6%
介 護 保 険 87億2,360万円 38億2,752万円 43.9% 36億6,982万円 42.1%
交通災害共済事業 2,632万円   135万円 5.1%   646万円 24.5%
下 水 道 事 業 15億9,146万円 1億8,384万円 11.6% 5億1,702万円 32.5%
温 泉 供 給 8,375万円 3,595万円 42.9% 2,425万円 29.0%

区　分 現在高 一人当たり現在高
土　　地

（うち市有林）
3,544㌶ 0.028㌶
(1,935㌶) (0.015㌶)

建　　物 906,135㎡ 7㎡
基　　金 215億6,172万円 168,117円
内
訳
積立基金 190億1,950万円 148,296円
その他の基金 25億4,222万円 19,822円

有価証券 2億3,002万円 1,793円

区　分 現在高 一人当たり現在高
市　　債 732億6,946万円 571,284円

会　　計　　名 収　　益　　的 資　　本　　的
収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業
予算額 21億7,167万円

48.4%
18億5,118万円

23.6%
4億5,517万円

0.0%
19億3,676万円

43.9%
収入済額（支出済額） 10億5,179万円 4億3,619万円    0円 8億4,985万円

工業用水道事業
予算額   723万円

28.2%
  723万円

32.4%
   0円

0.0%
   8万円

0.0%
収入済額（支出済額）   204万円   234万円    0円    0円

病 院 事 業
予算額 44億9,377万円

48.2%
44億8,626万円

41.2%
   0円

0.0%
4億6,271万円

21.2%
収入済額（支出済額） 21億6,769万円 18億4,776万円    0円 9,818万円

◎一般会計および特別会計の財産状況

◎企業会計

◎一般会計および特別会計の市債借入状況※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※収益的収入額が収益的支出額に対して不足する額は、事業資金の運用により措置しています。
※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（企業会計を除く）
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※�財産の状況および市債の借入状況の１人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
128,254 人で除して算出したものです。

（企業会計を除く）

◎特別会計

（平成24年9月30日現在）



第一次霧島市総合計画に基づいて

霧
島
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
総
合
基
本
計
画
を
基
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
の
将
来
像
は「
人
と
自
然
が
輝
き
、人
が
拓
く
、多
機
能
都
市
」で

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
７
つ
の
柱（
政
策
）を
設
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
23
年
度
に
実
施
し
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

霧
島
市
は
、
南
九
州
の
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
恵
ま
れ
た
自

然
が
存
在
し
、
多
種
多
様
な
産
業
が
営
ま
れ
て
い
る
地
域
で
す
。

こ
の
地
域
性
を
生
か
し
て
、
ゆ
と
り
の
あ
る
快
適
な
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
活
基
盤
の
充
実
と
地
域
情
報
化

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
や
観
光
客
な
ど
の
移
動
を
簡
単
で
便
利
に
し
、

地
域
住
民
の
交
流
を
促
す
た
め
、
交
通
体
系
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
誰
も
が
安
心
で
安
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

防
災
対
策
や
交
通
安
全
・
防
犯
活
動
の
推
進
な
ど
を
図
り
、
快

適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

霧
島
市
は
、
わ
が
国
で
最
初
に
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
地

域
で
あ
り
、
風
光
明
媚
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
そ
の
自
然
を
背
景

と
し
て
、
風
土
に
根
ざ
し
た
生
活
が
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
貴
重
な
自
然
と
い
つ
ま
で
も
共
生
で
き
る
よ
う
、
自
然
環
境

の
保
全
と
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
美
化
活
動
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
身
近
な
生
活
環
境
の
向
上
を
図
り
、
自
然
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
て

市
民
の
声
を
形
に
し
て
い
ま
す

若尊遊歩道整備事業
事業内容／総延長1,050㍍　事 業 費／4,595万円　実施地区／国分

妙見防災人道橋補修等事業
事業内容／�橋りょうの補修
事 業 費／3,219万円
実施地区／牧園

交通安全施設整備事業
事業内容／整備施設数135か所
事 業 費／2,211万円
実施地区／全域

コミュニティバス等運行事業
事業内容／�コミュニティバス（ふれあい

バス・デマンド交通）運行
事 業 費／8,631万円
実施地区／全域

木之房団地建替事業	 事業内容／市営住宅建て替え
	 事 業 費／３億1,378万円	 実施地区／隼人
浜之市土地区画整理事業	 事業内容／道路・公園・宅地などの整備
	 事 業 費／３億5,821万円	 実施地区／隼人
導・送・配水管新設、更新事業	 事業内容／工事件数６７件
	 事 業 費／６億6,425万円	 実施地区／全域
防災マップ整備事業	 事業内容／防災マップを作成
	 事 業 費／ 379万円	 実施地区／全域
飲雑用水施設管理事業	 事業内容／飲雑用水整備
	 事 業 費／ 1,900万円	 事業内容／国分

合併処理浄化槽設置整備事業	 事業内容／助成件数580件
	 事 業 費／２億3,218万円	 実施地区／全域
住宅用太陽光発電導入支援事業	 事業内容／助成件数563件
	 事 業 費／ 7,897万円	 実施地区／全域

花いっぱい運動推進事業
事業内容／�花の苗助成・配布団体数210

団体、花いっぱいコンクール
の実施・参加団体数20団体

事 業 費／433万円　実施地区／全域

河川景観保全アダプト（里親）制度
推進事業
事業内容／登録団体数・60団体
事 業 費／250万円
実施地区／全域

平成23年度事業実績公表

市営住宅遊具改修事業
事業内容／危険遊具の更新や撤去
事 業 費／392万円　実施地区／国分、溝辺、横川、牧園、霧島、隼人

市道整備事業（国分５路線、溝
辺２路線、横川３路線、牧園２
路線、霧島２路線、隼人７路線、
福山１路線）
事業内容／整備延長3,500㍍
事 業 費／３億9,510万円
実施地区／全域

移住定住促進事業
事業内容／補助金制度を利用した移住者数90人
事 業 費／3,055万円　実施地区／国分、隼人の市街地を除く区域

快
適
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

12

平成５年の豪雨災害で通行ができなくなってしまった若尊鼻
遊歩道が、今年の３月に完成しました。地元の方もですが県

内外から訪れ、釣り人なども完成を待ち望んでいたと思います。私
たちは、２か月に１回約１㌔ある遊歩道を地域の青年団や消防団、
地元のみんなで協力しながら、草刈りやごみ拾いなどを行っていま
す。開通した３月には霧島錦江湾国立公園にも指定されました。き
れいにしなければいけないと皆さんの意識が変わったせいか、災
害前と比べると、完成後はほとんどごみを見かけなくなり、うれしく
なります。今では、散歩をする方や釣り人、カメラマンが以前より多
く訪れるようになりました。ここからは、錦江湾に浮かぶ桜島や神
造島を望むことができ、特に錦江湾に夕日が沈む瞬間は絶景です。

若
わかみこのはな

尊鼻遊歩道の魅力を発信

I N T E R V I E W

亀
井 

昇
さ
ん（
69
）

国
分
敷
根
地
区
自
治
公
民
館
館
長
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第一次霧島市総合計画に基づいて

霧島ジオパーク・イン・スクール推進事業
事業内容／�霧島ジオパークコーナーの整備や霧島ジオガイドの活用など
事 業 費／ 177万円　実施地区／全域

緑地公園整備事業（春山地区）
事業内容／スポーツなどのできる公園整備
事 業 費／１億787万円　実施地区／国分

有害鳥獣被害防止対策事業
事業内容／わなや防止柵の導入
事 業 費／847万円　実施地区／全域

林道整備事業　事業内容／整備延長990㍍
事 業 費／4,797万円　実施地区／溝辺、牧園、福山

新幹線全線開業対策事業
事業内容／�観光客誘致、地域経済活

性化
事 業 費／ 880万円
実施地区／全域

牧園B&G海洋センター
体育館改修工事
事業内容／�体育館床改修工事
事 業 費／1,544万円
実施地区／�牧園

公民館定期講座開設事業
事業内容／開催講座数138講座
事 業 費／653万円
実施地区／全域

横川中学校プール改築工事
事業内容／施設の改築
事 業 費／１億1,495万円
実施地区／横川

国分運動公園陸上競技場
トラック改修工事
事業内容／�陸上競技場トラック

改修工事
事 業 費／2,544万円
実施地区／国分

霧
島
市
は
、
先
端
技
術
産
業
を
中
心
と
す
る
製
造
業
、
茶
や

畜
産
物
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
農
林
水
産
業
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
な

ど
の
観
光
業
、
多
種
多
様
な
商
店
に
よ
る
商
業
な
ど
が
営
ま
れ

て
い
ま
す
。

今
後
、
地
方
の
自
立
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
経
済
を
支
え
る
こ
れ
ら
の
産
業
の
成
長
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、企
業
誘
致
や
農
業
、観
光
業
に
お
け
る
人
材
育
成
、

商
業
に
お
け
る
買
い
物
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
を
推
進

し
て
、
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

霧
島
市
は
、
多
く
の
歴
史
的
文
化
遺
産
と
伝
統
に
支
え
ら
れ

た
特
色
あ
る
文
化
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
伝
統
文
化
の

保
存
・
継
承
に
努
め
、
地
域
性
を
生
か
し
た
新
し
い
文
化
を
創

造
す
る
こ
と
で
、
市
民
ば
か
り
で
な
く
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
も
魅

力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
　

ま
た
、
地
域
に
根
差
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
な
ど
に
よ

り
学
校
教
育
を
充
実
さ
せ
、
全
て
の
世
代
が
参
加
で
き
る
学
習

機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
文
化
の

振
興
や
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
、
育
み
磨
き
あ
う
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。 活

力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

育は
ぐ
く

み
磨
き
あ
う
ま
ち
づ
く
り

34

今年の８月、霧島自然ふれあいセンターで行われた「きりし
まっ子立志塾」に参加しました。市内の各中学校から21

人が参加。３班に別れて僕は１班の班長に選ばれました。集合
や移動時の班員の確認、班別研修の進行などの役目があり、
務まるか不安だらけでしたが、みんなの協力をもらいながら頑張
ることができました。２泊３日の研修内容はリーダーとしての心
構えに関する話を県議会議員に聞いたり、各班別に問題解決
方法のトレーニングをしたりしました。議員さんの話はとても分
かりやすく、政治家になろうと昔から夢を持っていて、それを実
現させたと聞き、夢を諦めなければきっと実現するんだと改めて
感じました。今回の立志塾で学習したことをみんなに教え、これ
からの僕の人生に生かしていきたいです。

立志塾で将来の夢を考える

I N T E R V I E W

日
当
山
中
学
校

岩
下
諄じ

ゅ
ん

哉や

君
（
14
）

き
り
し
ま
っ
子
立
志
塾
班
長

農道・用排水路整備事業	 事業内容／修繕127か所、工事７か所
	 事 業 費／9,944万円	 実施地区／全域
緊急雇用促進事業	 事業内容／�助成事業者数11者120人
	 事 業 費／ 2,400万円	 実施地区／全域
霧島茶ブランド確立ＰＲ事業	 事業内容／霧島茶のＰＲ
	 事 業 費／ 1,999万円	 実施地区／全域

きりしまっ子立志推進事業	 事業内容／�「きりしまっ子立志10年カ　レンダー」の配布および「きりしまっ子立志塾」の開設
	 事 業 費／ 101万円	 実施地区／全域
図書館運営事業	 事業内容／入館者数281,403人
	 事 業 費／4,325万円	 実施地区／全域
スポーツ健康科支援事業	 事業内容／�国分中央高校スポーツ健康　科支援会議の委員15人への報償費
	 事 業 費／ 13万円	 実施地区／国分

健康マイレージ事業
事業内容／�イベントに参加し健康グッズなどを贈呈
事 業 費／68万円
実施地区／�全域

霧
島
市
は
、
高
齢
者
の
増
加
と
も
相
ま
っ
て
、
年
々
医
療
費

は
増
大
し
続
け
て
お
り
、
保
険
制
度
の
運
営
が
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
に
よ
っ
て
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供

事
業
者
の
数
や
種
類
が
異
な
る
な
ど
の
現
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
民
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

地
域
福
祉
や
地
域
医
療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
心
身
と

も
に
健
康
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
促
進
と
、
食
育
の
推
進
な
ど
を
通
じ

て
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、「
霧
島
市
に
住
み
た
い
、
霧
島
市
で
子
育
て
を
し
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
子
育
て
環
境
の
整
備
・
充
実

を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
市
民
・
行
政
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
医
療
、
福
祉
、
健
康
、
子
育

て
へ
の
不
安
の
な
い
、
た
す
け
あ
い
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

た
す
け
あ
い
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

5

舞台芸術鑑賞事業
事業内容／「六月燈の三姉妹」舞台公演
事 業 費／431万円　実施地区／全域

長寿祝金・いきいきチケット支給事業
事業内容／祝金1,947人支給、いきいきチケット430,572枚利用
事 業 費／7,732万円　実施地区／全域

11  Kirishima City Public Relations, 2012.11, Japan 広報きりしま  10



霧
島
市
の
行
政
経
営

今
回
は
平
成
23
年
度
に
実
施
し

た
事
業
に
つ
い
て
、「
第
一
次
霧

島
市
総
合
計
画
」の
７
つ
の
柱（
政

策
）
に
沿
っ
て
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
し
た
。

「
第
一
次
霧
島
市
総
合
計
画
」

は
、
市
民
と
議
会
、
行
政
が
一
つ

に
な
っ
て
平
成
20
年
に
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
は
10
年
先

の
霧
島
市
の
基
本
理
念
、
将
来
像

が
描
か
れ
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
７
つ
の
柱
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

霧
島
市
の
予
算
は
、
こ
の
総
合

計
画
に
沿
っ
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、

総
合
計
画
の
推
進
管
理
に
あ
た
っ

て
は
、
民
間
企
業
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
目
標
管
理
の
手
法
を
行
政

経
営
に
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
で

あ
る
行
政
評
価
を
活
用
し
て
い
ま

す
。行

政
評
価
で
は
限
ら
れ
た
財
源

を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、
施

策
や
事
務
事
業
の
目
的
、
目
標
に

対
し
て
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成
果

が
上
が
っ
て
い
る
か
を
分
析
、
検

証
し
ま
す
。

目
標
値
を
達
成
で
き
な
い
場
合

に
は
、
何
が
原
因
な
の
か
を
分
析

し
て
事
務
事
業
を
見
直
し
、
改
善

策
を
次
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
行
政
評
価
を
導
入
す
る
ま

で
の
予
算
編
成
は
、
必
ず
し
も
総

合
計
画
と
連
動
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
導
入
後

は
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
総

合
計
画
に
あ
る
７
つ
の
柱
（
政

策
）、
28
の
施
策
を
実
現
す
る
た

め
に
、
関
係
課
が
集
ま
っ
て
協
議

す
る
施
策
分
科
会
を
開
催
し
、
施

策
の
課
題
解
決
や
指
標
の
向
上
に

向
け
、
施
策
内
の
ど
の
事
務
事
業

を
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き
か
検

討
を
行
う
な
ど
、
総
合
計
画
と
予

算
の
連
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
民
が
主
役

市
で
は
毎
年
３
０
０
０
人
を
対

象
に
、
総
合
計
画
の
各
施
策
目
標

に
対
し
て
ど
の
程
度
達
成
で
き
た

か
を
把
握
す
る
た
め
、
市
民
意
識

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
得
ら
れ
た
結
果
は
行
政
経
営
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
「
こ
の
ま
ち
に
住

み
た
く
な
る
、
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
「
台
本
」。

そ
の
主
役
は
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

第一次霧島市総合計画に基づいて

保育所緊急整備事業
事業内容／�みつぎ童夢園の増改築整備を行い

定員増を図った（定員30人⇒50人）
事 業 費／3,780万円　実施地区／隼人

健康生きがいづくり推進モデル事業
事業内容／ �545回開催、延べ25,999人参加
事 業 費／ 1,329万円　実施地区／全域

乳幼児医療費助成事業
事業内容／�延べ支給者数138,594人、対象児

数8,255人
事 業 費／２億1,988万円　実施地区／全域

子育て一時預かり支援事業
事業内容／延べ利用者数7,014人
事 業 費／ 1,117万円　実施地区／国分

緊急通報装置整備事業
事業内容／給付件数242件
事 業 費／ 777万円　実施地区／全域

市立医師会医療センター運営事業
事業内容／のべ利用者数138,748人
事 業 費／2億3,180万円　実施地区／全域

一日人間ドック助成事業（後期特会）	
事業内容／助成者数95人	
事 業 費／ 277万円	
実施地区／全域
生活保護扶助費事務	
事業内容／延べ支給者数18,807人	
事 業 費／ 25億5,991万円	
実施地区／全域
重度心身障害者医療費助成事業	
事業内容／給付件数56,747件	
事 業 費／２億9,877万円	
実施地区／全域
予防接種事業	
事業内容／�接種者数40,406人
事 業 費／３億4,936万円
実施地区／全域

姉妹都市・国際交流事業
事業内容／参加者81人
事 業 費／ 183万円　実施地区／全域

市民サービスセンター運営事業
事業内容／延べ利用者数17,819人
事 業 費／3,417万円
実施地区／全域

霧
島
市
は
、「
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た

め
に
、
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
促
進
し
、
市
民
参
画
社
会
の

形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
「
市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に

推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
り
、
旧
市
町
の
枠
を

越
え
た
市
内
の
地
域
間
の
交
流
や
、
姉
妹
都
市
を
は
じ
め
と
す

る
国
内
外
の
都
市
と
の
交
流
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
発
信

す
る
な
ど
し
て
、
地
域
間
・
都
市
間
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
人
権
問
題
の
積
極

的
な
啓
発
と
広
報
活
動
を
通
し
て
、
市
民
の
意
識
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
促
進
し
、
共
生
・

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

霧
島
市
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
健
全
化
す
る
と
と
も
に
、
効

果
的
で
効
率
的
な
行
政
経
営
を
行
う
た
め
に
、
平
成
18
年
度
に

『
行
政
改
革
大
綱
』
と
『
経
営
健
全
化
計
画
』
を
策
定
す
る
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
さ
ら
に
、
市
民
に
開
か
れ
た
行
政
の
推
進
や
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
積
極
的
に
行
い
、
健
全
で
自
立
し
た

財
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
行
政

経
営
を
推
進
す
る
た
め
に
、
総
合
計
画
の
進
行
管
理
と
予
算
編
成
、

行
政
評
価
が
連
動
し
た
新
し
い
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、

成
果
を
重
視
し
た
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

共
生
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

新
た
な
行
政
経
営
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

67

女性のための無料相談事業
事業内容／相談83件	 事 業 費／ 88万円	 実施地区／国分・隼人
市民活動支援事業
事業内容／助成件数16件	 事 業 費／ 397万円	 実施地区／全域
人権啓発推進まちづくり事業
事業内容／人権に関わる講演会・学習会に参加した市民の数1,317人
事 業 費／ 168万円　実施地区／全域
地区活性化支援事業
事業内容／助成件数603件	 事 業 費／ 1,850万円	 実施地区／全域
無線・有線放送施設整備支援事業
事業内容／助成件数221件	 事 業 費／ 3,436万円	 実施地区／全域

市勢紹介ビデオリニューアル事業
事業内容／�日本語・外国語版のＤＶＤ

作製
事 業 費／５４６万円
実施地区／全域
ホームページリニューアル事業
事業内容／�市のホームページリニュ�

ーアル
事 業 費／３４３万円
実施地区／全域

10 年ほど前に、腰
よう

椎
つい

ヘルニアを発症し足に痺
しび

れなどがあり
ました。あちこちの病院で診察を受けてきましたが、今年

に入り、かかりつけ医に手術をしたほうがいいと勧められ、市立
医師会医療センターを紹介されました。手術して下半身不随にな
る可能性があるので家族からは反対されましたが、医療センター
の先生から「何の心配もないですよ」と優しい言葉をかけられ、
家族も納得して手術を受ける決心をしました。去年９月に新しく
できた中央手術棟で手術を受け、約８時間で終了しました。手術
が終わり数時間後に腰の感覚が戻ってきましたが、魔法がかかっ
たかのように、痛みが消えていました。医療センターの先生やス
タッフの皆さまなど、懇切に私に接してくれて感謝の気持ちでいっ
ぱいです。体を大事にして楽しい老後生活を送ろうと思います。

医療センターのスタッフに感謝

I N T E R V I E W

横
川
町
在
住

坂
元
義
信
さ
ん（
72
）

霧
島
市
立
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー
利
用
者
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霧 島 か わ ら 版

県内の養護老人
ホームの状況 公　立 私　立 合　計 私立割合

霧島市 3 0 ３ 0.0％
県全体 12 27 39 69.2％

うち県本土全体 11 22 33 66.7％

CIVIC NEWS

民営化
霧島市では「霧島市保健福祉施設民営化実施計画」を策定しました。

今後、利用者の意見を反映させながら養護老人ホームと保育園の民営化を
移行計画に沿って平成26年４月から順次進めていきます。

民
営
化
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
民
営
化
と
は
ど
う
い
う
こ

と
？

Ａ
社
会
福
祉
法
人
な
ど
民
間

に
土
地
建
物
を
引
き
継
い

で
、
施
設
を
運
営
し
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。
新
し
い
運
営
先
は
公
募

し
、
保
護
者
代
表
も
交
え
た
選
考

委
員
会
で
選
定
し
ま
す
。

現
在
、
園
で
働
く
職
員
で
引
き

続
き
そ
の
園
で
働
き
た
い
者
は
雇

用
す
る
こ
と
を
公
募
の
際
の
条
件

と
す
る
予
定
で
す
。

年
次
計
画
は
別
表
１
の
と
お
り

で
す
。

Ｑ
民
営
化
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
？

Ａ
県
内
で
は
「
官
か
ら
民
へ
」

の
流
れ
の
中
で
、
多
く
の

自
治
体
が
民
営
化
を
進
め
て
お
り
、

本
市
で
は
合
併
以
前
か
ら
課
題
で

あ
っ
た
民
営
化
の
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
。

福
祉
の
現
場
は
多
く
の
民
間
事

業
所
が
担
っ
て
い
ま
す
。
高
コ
ス

ト
体
質
と
指
摘
さ
れ
る
公
立
で
運

営
し
て
い
く
理
由
を
再
確
認
す
る

た
め
、
昨
年
度
、
有
識
者
な
ど
に

よ
る
「
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

協
議
さ
れ
、
基
本
的
に
民
営
化
が

望
ま
し
い
と
い
う
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
立
で

は
競
争
が
無
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
が
図
り
に
く
い
、
と

い
う
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
立
・
私
立
の
保
育
園

の
保
護
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
全
体
的
に
私
立
の

園
の
評
価
が
高
い
と
い
う
結
果
に

な
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

て
、
民
営
化
を
進
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

Ｑ
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
？

Ａ
各
園
の
判
断
に
よ
り
、
備

品
の
購
入
や
職
員
の
増
な

ど
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
、
老
朽
化
し

た
園
を
改
修
す
る
際
、
今
の
と
こ

ろ
民
営
の
場
合
は
国
や
県
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
新
し
く
建

て
替
え
や
す
く
な
り
、
よ
り
安
全

で
快
適
な
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
保
育
園
の
場

合
、
民
間
の
特
性
を
活
か
し
て
、

異
年
齢
児
保
育
や
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
を
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る

保
育
活
動
も
期
待
で
き
ま
す
。

Ｑ
入
所
費
用
が
高
く
な
る
？

Ａ
入
所
の
負
担
金
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
所
得
に
応

じ
て
市
の
規
則
に
基
づ
き
決
定
さ

れ
る
の
で
、「
民
営
化
し
た
ら
高

く
な
る
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
負
担
金
以
外
の
実
費
に
つ

い
て
は
、
運
営
先
が
利
用
者
と
協

議
の
上
、
決
定
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

※�

保
育
園
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
提
言
も
含
ん
だ
「
霧
島
市
保

健
福
祉
施
設
民
営
化
実
施
計

画
」
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細

に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎�

＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４

養護老人ホームと保育園

県内の保育園の
状況 公　立 私　立 合　計 私立割合

霧島市 12 27 39 69.2％
県全体 70 421 491 85.7％

うち県本土全体 45 391 436 89.7％

保　　育　　園 移行予定日
隼人保育園 平成26年４月

国分西保育園、下井保育園 平成27年４月
東国分保育園、敷根保育園 平成28年４月
重久保育園、清水保育園 平成29年４月
横川保育園、高千穂保育園 平成30年４月

養　護　老　人　ホ　ー　ム 移行予定日
国分舞鶴園 平成26年４月

横川長安寮、日当山春光園 平成29年４月までに

◎民営化移行計画（別表１）

勇敢な中央高校生
犯人逮捕

犯罪の未然防止に
役立てる

霊を慰め
海と山の幸に感謝

隼人舞が縁で
災害時応援協定
市は京田辺市（京都府）と災害

協定を結ぶことになり10月15日、
京田辺市役所で調印式を行いまし
た。
京田辺市には「大

おお

住
すみ

隼人舞」が
あり、これは同市に移り住んだ隼人族によって伝えられたといわれてお
り、その縁で今回の協定となりました。今後、噴火や地震、豪雨などで、ど
ちらかの市が被災した場合は、職員の派遣や食料、飲料水など必要な物資
の提供、被災者の受け入れなどが行われます。式典で前田市長は「防災だ
けではなく文化や観光など総合的に交流を進めていきたい」と話しました。

隼人族の霊を慰めるために始
まったとされる隼人浜下りが10
月21日にあり、鎧

よろい

武者や神官、稚
児行列など約380人が鹿児島神宮
から浜之市の八幡屋敷まで約4㌔

を練り歩きました。沿道では行列を見ようと大勢の人が詰め掛けたり、飲
み物を振る舞ったりしていました。隼人塚公園では厳かに隼人舞が舞わ
れ、八幡屋敷では出店やステージで漁の様子を面白おかしく紹介した「魚

いお

とい踊り」などが披露されました。近くの浜之市港では、山の幸、海の幸
に感謝し、殺

せっしょう

生を戒
いまし

めるために生きたタイを放す放
ほう

生
じょう

会
え

がありました。

「霧島市あんしん・あんぜん検
定」が10月14日、国分公民館や国
分中央高校など４か所で、16日に
は京セラ国分工場で実施され、
481人の方が受験し395人が合格

しました。この検定は、全国初のご当地検定として合併後の平成19年
から市や霧島警察署、横川警察署、霧島地区防犯協会が合同で毎年開催
しています。検定内容は、市内での自転車盗難件数や自転車の防犯登録、
刑法犯認知件数などの市に関する防犯や犯罪、交通問題を中心とした50
問が◦×方式で出題され、受験者は熱心に問題に取り組んでいました。

国分中央高校生３人が車上あら
しの泥棒を自転車で追いかけ犯人
逮捕に協力、10月15日、霧島警
察署長から感謝状が贈呈されまし
た。逮捕に協力したのはいずれも

２年生の服部悟史君、本吉原豊君、長田敏希君。９月23日の日曜日、昼
ごろ部活を終え帰宅しようとしたところ、女性の「財布を盗られた」と
いう声を聞き、30分以上も追跡。見失うと３方向に分かれて捜索し、
犯人を発見。犯人は駆けつけた警察官によって逮捕されました。３人は
「無我夢中で追いかけ、捕まった時にはホッとしました」と話しました。
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表
で
出
場
し
た
南
九
州
地
区
吹
奏
楽
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

同
部
は
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
行
事
で
の
演
奏
、
老

人
ホ
ー
ム
で
の
慰
問
演
奏
、
大
会
出
場
前

は
地
域
の
方
に
向
け
て
壮
行
演
奏
会
を
開

催
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
吹
奏
楽
部
の

活
動
は
ほ
か
の
生
徒
た
ち
に
も
い
い
刺
激

に
な
り
、
学
校
全
体
を
元
気
に
し
て
い
ま

す
。吹

奏
楽
部
顧
問
の
提さ

げ

陽
子
教
諭
は
「
音

楽
は
心
と
心
を
結
ぶ
虹
。
演
奏
す
る
仲
間

同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
応
援
し
て
く
れ
る
家

族
や
地
域
の
方
、
聴
い
て
く
れ
る
観
客
と

心
を
通
わ
せ
、
感
動
を
届
け
ら
れ
た
ら
。

音
楽
で
大
切
な
こ
と
は
息
遣
い
で
す
。
息

と
い
う
文
字
は
“
自
分
の
心
”
と
書
き
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
は
自
分
の
心
と
向
き
合

っ
て
、
真
っ
す
ぐ
育
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
日
も
霧
島
中
学
校
に
は
優
し
い
音
楽

が
流
れ
て
い
ま
す
。

心
を
一
つ
に
奏
で
る
音
色
を

多
く
の
人
に
届
け
た
い

音
楽
が
心
の
架
け
橋
に

霧島中学校吹奏楽部の生徒と顧問の提教諭（写真後列中央）

小学３年生から楽器を始め、
現在吹奏楽部でホルンを演奏
しています。大会や地域の行
事に参加する機会が多く、と
てもいい経験になりました。中
でも、今年「管の祭典」という
プロと共演するイベントに部
員全員で参加したことは、本
当に勉強になりました。吹奏
楽の魅力は練習を重ね、全員
の音が一つになったときの感
動です。３年の私にとって、み
んなで演奏するのは、11月17
日の定期演奏会と23日の霧
島神宮ほぜ祭りが最後。一つ
になった音色をたくさんの人た
ちに聞いてほしいです。

◎
霧
島
中
学
校
３
年
吹
奏
楽
部
部
長

上
小
園 

祥さ
き

奈な

さ
ん

イベント名 （  ）内は主催団体です 日　　時　［対　象］ 場所/問い合わせ先

幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） 12月 1日（土）10：30 ～ 11：30

国分図書館
☎（64）0918赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや

（りんごの木） 12月 3日（月）10：30 ～ 11：00

ほるとの森おはなし会 11月24日（土）、12月8日（土）・22日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
12月 6日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
12月 7日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
11月18日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 

隼人図書館
☎（43）7574

語りの部屋（語りの会あもり） 11月11日（日）11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） 11月17日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室
☎（72）1596

お話の時間（紙ふうせん） 11月19日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室
☎（57）0316

おはなし広場（ふくの子おはなし会） 11月24日（土）10：00 ～ 11：30 福山図書室
☎（56）2026

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

※国分図書館のイベントは健康マイレージ対象事業です。

無
花
果
と
ム
ー
ン
／
桜
庭
一
樹

逃
走
／
薬
丸 

岳

あ
と
少
し
、も
う
少
し
／
瀬
尾
ま
い
こ

老
い
か
た
レ
ッ
ス
ン
／
渡
辺
淳
一

本
に
だ
っ
て
雄
と
雌
が
あ
り
ま
す
／
小
田
雅
久
仁

夜
蜘
蛛
／
田
中
慎
弥

神
眼
／
大
沢
有
昌

空
の
拳
／
角
田
光
代

パ
ブ
リ
ッ
ク・ブ
ラ
ザ
ー
ズ
／
新
野
剛
志

冷
え
と
り
薬
膳
レ
シ
ピ
／
新
開
ミ
ヤ
子

モ
ビ
ー
ル
で
つ
づ
る
３
６
５
日
／
よ
し
い
い
く
え

あ
ん
た
が
サ
ン
タ
？
／
佐
々
木
マ
キ

あ
り
が
と
う
３
組
／
乙
武
洋
匡

お
ひ
さ
ま
や
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
／
茂
市
久
美
子

あ
い
う
え
お
の
え
ほ
ん
／
西
村
繁
男

サ
ム
、風
を
つ
か
ま
え
る
／
ア
リ
ソ
ン・ア
ト
リ
ー

音楽のあふれる学校

妹
は
い
つ
も
つ
ま
ら
な
い
話
を
作
っ

て
遊
ん
で
い
る
。今
日
は「
悪
い
ド
ラ

ゴ
ン
が
小
人
の
国
か
ら
魔
法
の
石
を

盗
ん
だ
」
っ
て
言
い
出
し
た
。想
像
が

ふ
く
ら
む
絵
本
。

い
と
う
ひ
ろ
し
　
作

で
き
そ
こ
な
い
の

お
と
ぎ
ば
な
し

三
木
笙
子
　
作

金
木
犀
の
御
神
木
が
見
守
る
、
古
く

懐
か
し
い
家
並
み
が
残
る
街
。こ
こ
で

和
花
屋
を
営
む
秋
と
山
伏
の
岳
史
は
、

隕
石
が
引
き
起
こ
す
奇
妙
な
現
象
に

次
々
と
巻
き
込
ま
れ
て
…
。

金
木
犀
二
十
四
区

白
洲
次
郎
・
正
子
の
最
晩
年
ま
で

共
に
暮
ら
し
た
長
女
が
綴
る
「
武

相
荘
」
の
日
々
。
両
親
に
纏ま

つ

わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
軸
に
、
豊
か
に
生
き
る

術
と
日
本
人
が
忘
れ
か
け
て
い
る

心
意
気
に
つ
い
て
語
る
。

牧
山
桂
子
　
作

武
相
荘
の
ひ
と
り
ご
と

友
哉
は
、
雑
木
林
の
茶
畑
で
新
芽
を

摘
ん
で
い
た
。し
か
し
、
そ
こ
は
私

有
地
だ
っ
た
。突
如
あ
ら
わ
れ
た
美

女
に
、
お
茶
泥
棒
を
見
逃
す
代
わ
り

に「
日
記
堂
」で
働
く
よ
う
言
わ
れ
…
。

堀
川
ア
サ
コ
　
作

日
記
堂
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

新

紹

介

刊

「ちびっこ
天国読書ま

つり」

⃝�日時＝12月１日(土)  午後1時30分～ 3時

⃝場所＝霧島公民館(旧霧島町中央公民館)

⃝内容＝映画、おはなし会ほか

◎�問＝霧島図書室 ☎（57）0316　

「隼人おは
なし王国」

⃝�日時＝12月９日（日）  午前10時～午後2時　

⃝場所＝隼人農村環境改善センター・隼人公民館　

⃝内容＝おはなし会、工作ほか

◎�問＝隼人図書館 ☎（43）7574

「おはなし
フェスタ」

⃝�日時＝12月16日（日） 午前10時～午後0時15分

⃝場所＝福山公民館

⃝内容＝映画、おはなし会ほか

◎�問＝福山図書室 ☎（56）2026

イ ベ ン
ト 案 内

国
内
外
の
有
名
な
音
楽
家
が
集
う
霧

島
国
際
音
楽
祭
、
そ
の
拠
点
施
設

と
な
る
最
高
の
設
備
が
整
っ
た
音
楽
ホ
ー

ル
「
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
」。
そ
ん
な
音

楽
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
、
霧
島
市
に
は
音
楽

活
動
に
力
を
入
れ
る
学
校
が
多
く
あ
り
ま

す
。
霧
島
中
学
校
も
そ
の
一
つ
で
す
。

学
校
と
地
域
を
結
ぶ
音
楽

全
校
生
徒
１
２
３
人
の
霧
島
中
学
校
。

新
入
生
歓
迎
会
や
文
化
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
で
合
唱
を
披
露
し
ま
す
。
特
に
毎

年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
合
唱
祭
は
、
全
ク

ラ
ス
が
出
演
し
、
生
徒
の
家
族
だ
け
で
な

く
地
域
の
方
も
聴
き
に
来
ま
す
。
５
月
の

連
休
が
明
け
る
と
練
習
が
始
ま
り
、
朝
、

昼
休
み
、
放
課
後
、
学
校
に
は
常
に
生
徒

た
ち
の
歌
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
の
活
躍
も
目
を
引
き
ま
す
。

現
在
部
員
は
16
人
。
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
６
年
連
続
金
賞
、
昨
年
は
全
日
本
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
金
賞
、
今
年
県
代

隼人図書館
臨時休館のお知らせ
蔵書点検のため次の期間休館し
ます。
⃝�日時＝11月27日（火）～ 30日（金）

※休館期間中に図書の返却
をされる方は、図書館入口
に返却ポストを設けていま
すので、ご利用ください。

◎��問＝隼人図書館  ☎（43）7574
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・�日 時 ＝11月23日(金) 
午前11時から
・�場所＝小林市中心市街

地周辺
・�内容＝お御

み こ し

輿や総踊
り、石川県能登町の高
さ６㍍の山

だ

車
し

展示や
伝統芸能の披露など
のほか、宮崎牛など
を煮込んだ「こすもす
鍋」の振る舞いや農産
物市などがあります。
※午後５時30分から
は小林駅前でイルミ
ネーション点灯式も
あります。

◎ ＝実行委員会 ☎0984（24）1920

今
月
は
、
え
び
の
産
シ
カ
革
ブ
ラ

ン
ド
の
確
立
を
目
指
す
下
牟
田
盛
利

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
カ
を
使
っ
た
新
ビ
ジ
ネ
ス

シ
カ
に
よ
る
自
然
や
農
作
物
へ
の

被
害
は
、
環
霧
島
地
域
で
も
大
き
な

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
え
び
の
市

に
は
、
シ
カ
被
害
防
止
対
策
の
継
続

的
な
実
施
や
捕
獲
し
た
シ
カ
を
地
域

資
源
と
し
て
有
効
利
用
す
る
た
め
の

「
え
び
の
市
鹿
協
会
」
が
あ
り
ま
す
。

下
牟
田
さ
ん
は
、
同
協
会
で
会
長
と

し
て
農
商
工
連
携
の
新
た
な
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
の

創
出
、
地
域

活
性
化
を
目

指
し
活
動
し

て
い
ま
す
。

同
協
会
で

は
「
駆
除
し

た
シ
カ
を
何

か
有
効
活
用

で
き
な
い
か
」
と
平
成
23
年
５
月
か

ら
本
格
的
に
シ
カ
革
製
品
の
販
売
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
財
布
、
小

物
入
れ
、
バ
ッ
グ
、
革
ジ
ャ
ン
、
手

袋
な
ど
作
っ
て
い
ま
す
。「
シ
カ
革

は
丈
夫
で
温
か
く
、
長
持
ち
し
ま
す
。

希
望
が
あ
れ
ば
、
お
好
み
の
シ
カ
革

製
品
を
作
り
ま
す
よ
」
と
下
牟
田
さ

ん
。え

び
の
市
猟
友
会
の
駆
除
班
員
が

わ
な
な
ど
で
捕
獲
し
た
シ
カ
を
同
協

会
会
員
が
肉
と
皮
に
分
け
、
皮
は
県

外
の
業
者
に
な
め
し
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
財
布
な
ど
の
製
品
は
、
会
員

が
一
つ
一
つ
手
作
り
で
作
っ
て
い
ま

す
。「
一
つ
の
製
品
を
作
る
の
に
時

間
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
分
、
気

持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
」

今
後
は
「
革
の
な
め
し
か
ら
製
品

加
工
ま
で
一
貫
し
て
行
え
る
よ
う
環

境
整
備
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

最
近
は
全
国
か
ら
製
品
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
シ
カ
革
製
品
は
、 

市
役
所
近
く
の
販
売
所
や
真ま

さ
き幸

駅
、

白
鳥
温
泉
、
同
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w

.ebino-shikakyo.jp

）

で
購
入
で
き
ま
す
。

◎�

問
＝
え
び
の
市
鹿
協
会
☎
０
９
８

４（
35
）２
４
４
５

環 霧 情 報
目指せ !世界ジオパーク認定

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構成され、
県境を越えて連携し地域活性化を図ります。

環霧島探訪
かんきりしまたんぼう

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

霧島山

E
V

E
N

T
S

 
O

F
 

K
A

N
K

I
R

I
S

H
I

M
A

住吉神社の流
やぶさめ

鏑馬 こばやし秋まつり2012

・�期日＝11月23日(金) 午後1時ごろから
・�場所＝曽於市末吉町住吉神社
・�内容＝鹿児島県指定無形民俗文化財の「住吉神社の

流鏑馬」。江戸時代から続く秋の豊祭です。およそ
260㍍の馬場を馬に乗った射手が走りながら、3
つの的をねらいます。当たった矢の数で来年の五
穀豊穣を願います。
◎ ＝曽於市社会教育課 ☎0994（82）5958

小林市曽於市

（宮崎県えびの市）
下牟田盛利さん

秋
本
番
。
各
地
で
実
り
の
秋
を

迎
え
て
い
ま
す
。
福
山
町
福

地
の
久
木
田
大た

い

和わ

さ
ん
（
30
）
の
畑

で
も
丹
精
込
め
て
作
っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
真
っ
最
中
で
す
。

昨
年
、
父
親
か
ら
経
営
を
受
け
継

ぎ
、
35
種
類
の
サ
ツ
マ
イ
モ
と
ニ
ン

ジ
ン
な
ど
を
両
親
ら
と
栽
培
。
物
心

つ
い
た
こ
ろ
か
ら
畑
に
連
れ
て
行
か

れ
、
両
親
の
作
業
を
見
て
き
た
久
木

田
さ
ん
に
と
っ
て
、
農
業
の
道
に
進

む
の
は
自
然
な
こ
と
で
し
た
。

「
私
の
小
さ
い
こ
ろ
の
思
い
出
は
、

畑
で
一
生
懸
命
働
く
父
と
母
の
姿
。

今
み
た
い
に
機
械
も
あ
ま
り
な
く
、

ほ
と
ん
ど
手
作
業
で
し
た
。
畑
を
守

る
こ
と
が
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
も

ら
っ
た
両
親
へ
の
恩
返
し
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
」

小
学
校
の
高
学
年
か
ら
は
仕
事
を

手
伝
っ
て
い
た
久
木
田
さ
ん
。
き
つ

い
作
業
で
し
た
が
、
一
つ
楽
し
み
に

し
て
い
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
休
憩
の
時
間
や
食
卓
に
並
ぶ
母
き

く
み
さ
ん
の
作
る
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理

で
す
。

「
収
穫
時
期
に
は
、
毎
日
の
よ
う

に
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
が
並
び
ま
し
た

が
、
全
然
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

母
が
調
理
方
法
や
色
合
い
を
工
夫
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
。
今
で
も
収

穫
時
期
に
は
、
秋
の
訪
れ
と
母
の
優

し
さ
を
感
じ
ま
す
」

サ
ツ
マ
イ
モ
が
入
っ
た
ご
飯
に
み

そ
汁
、
ガ
ネ
、
ふ
く
れ
菓
子
…
。
毎

日
並
ぶ
料
理
に
は
子
を
思
う
母
の
愛

情
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
子

ど
も
の
こ
ろ
久
木
田
さ
ん
が
一
番
好

き
だ
っ
た
の
が
色
鮮
や
か
な
ふ
か
し

芋
。
味
だ
け
で
は
な
く
色
合
い
も
工

夫
し
た
一
品
は
、
両
親
が
長
い
歳
月

を
か
け
て
た
く
さ
ん
の
種
類
を
育
て

て
き
た
証
で
す
。

１
歳
７
か
月
の
長
女
愛あ

心こ

ち
ゃ
ん

の
好
物
も
サ
ツ
マ
イ
モ
。
親
か
ら
子
、

そ
し
て
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
る
サ
ツ

マ
イ
モ
は
家
族
の
絆
を
気
付
か
せ
て

く
れ
る
も
の
。
今
日
も
久
木
田
さ
ん

は
、
温
か
い
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
で
心

も
体
も
ほ
か
ほ
か
で
す
。

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか
元気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

写真左から母：きくみさん、妻：恭子さん、次女：
和
わ

心
こ

ちゃん、長女：愛心ちゃん、大和さん

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

家族の絆を感じさせてくれるサツマイモ料理

販売しているシカ革製品

三色に輝くふかし芋
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ま
し
た
。
先
輩
騎
手
の
付
き
人
と
し
て
、
馬
の

世
話
や
馬
場
の
管
理
に
あ
け
く
れ
る
日
々
。
競

技
会
に
も
出
ず
、
裏
方
ば
か
り
で
し
た
が
、
こ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
今
の
村
岡
さ
ん
を
支
え
て

い
ま
す
。

「
競
技
会
で
馬
を
走
ら
せ
る
姿
は
華
や
か
で

す
が
、
一
番
大
切
な
の
は
日
々
の
地
道
な
作
業

で
す
。愛
情
を
持
っ
て
馬
の
世
話
を
し
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
馬
と
の
信
頼
関
係
が

な
け
れ
ば
、
本
当
の
馬
の
力
を
引
き
出
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」

３
年
前
、
鹿
児
島
に
戻
っ
た
村
岡
さ
ん
に
運

命
の
出
会
い
が
訪
れ
ま
す
。
栃
木
県
に
良
い
馬

が
い
る
と
聞
き
、
当
時
馬
の
購
入
を
考
え
て
い

た
霧
島
高
原
乗
馬
ク
ラ
ブ
所
属
の
馬
主
、
寺
脇

康
文
さ
ん
の
代
わ
り
に
、
村
岡
さ
ん
が
見
に
行

き
ま
し
た
。「
良
い
馬
は
顔
つ
き
で
わ
か
り
ま
す
。

一
目
見
て
コ
イ
ツ
は
す
ご
い
と
直
感
し
ま
し
た
」

そ
し
て
や
っ
て
き
た
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚ
。
世
話

係
は
村
岡
さ
ん
。
朝
６
時
す
ぎ
に
は
出
勤
し
、

餌
を
や
り
、
掃
除
を
し
、
訓
練
を
し
ま
す
。
家

族
の
よ
う
に
愛
情
を
注
ぐ
日
々
。
霧
島
の
大
自

然
の
中
で
過
ご
す
、
１
人
と
１
頭
の
３
年
間
は

少
し
ず
つ
お
互
い
の
心
を
寄
り
添
わ
せ
て
い
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
１
年
目
、
２
年
目
と
村
岡
さ
ん
は

思
う
よ
う
な
成
績
を
残
せ
ま
せ
ん
。「
村
岡
は

気
持
ち
的
に
弱
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
負
け
る
こ
と
が
あ
る
。
大
き
な
大
会

に
も
っ
と
参
加
さ
せ
場
数
を
踏
ま
せ
よ
う
」
と

考
え
た
乗
馬
ク
ラ
ブ
代
表
の
長
命
信
一
郎
さ
ん
。

村岡一
かず

孝
ゆき

さん（36）とフレーゲルＺ
高千穂小学校２年のときに霧島高原乗馬クラブに
通い始める。牧園高校時代馬術部でインターハイ
優勝、福岡大学を卒業後、福岡の乗馬クラブに勤務。
平成21年から霧島高原乗馬クラブに勤務し、たくさ
んの馬の世話をしながら、フレーゲルＺとさまざま
な大会に挑戦している。牧園町在住。

会
場
の
ざ
わ
め
き
が
遠
く
な
る
。
感
じ
る

の
は
自
分
と
馬
の
呼
吸
だ
け
。
波
打
つ

心
臓
の
音
が
重
な
る
。「
Ｇゴ

ーＯ
」。
リ
ズ
ム
良
く

５
つ
の
バ
ー
を
跳
び
越
え
、
最
後
は
１
８
７
㌢
。

力
強
く
蹴
り
出
し
た
後
ろ
脚
、
ふ
わ
り
と
浮
く

体
。
数
秒
後
、
会
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
、
馬

上
か
ら
空
高
く
拳
を
突
き
上
げ
て
い
た
。
村
岡

一か
ず

孝ゆ
き

さ
ん
と
愛
馬
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚゼ

ッ
ト

が
一
つ
に

な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

「
一
目
惚
れ
で
し
た
」。
大
き
な
耳
、
澄
ん
だ

目
を
持
つ
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚ
と
の
出
会
い
を
そ
ん

な
言
葉
で
表
現
し
た
村
岡
さ
ん
。
今
年
10
月
、

岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
、
馬
術

の
成
年
男
子
六
段
障
害
飛ひ

越え
つ

で
こ
の
愛
馬
と
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

六
段
障
害
飛
越
競
技
は
直
線
に
11
㍍
間
隔
で

設
置
さ
れ
た
徐
々
に
高
さ
を
増
す
６
つ
の
バ
ー

を
跳
ぶ
も
の
で
、
ク
リ
ア
し
た
選
手
は
さ
ら
に

高
さ
を
上
げ
た
バ
ー
に
挑
み
、
順
位
を
決
定
し

ま
す
。
こ
の
競
技
で
大
切
な
こ
と
は
人
馬
一
体

と
な
っ
て
呼
吸
を
合
わ
せ
る
こ
と
。
そ
れ
に
は

日
ご
ろ
か
ら
の
信
頼
関
係
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

牧
園
町
に
あ
る
霧
島
高
原
乗
馬
ク
ラ
ブ
の
近

く
に
住
ん
で
い
た
村
岡
さ
ん
は
、
小
学
２
年
生

の
こ
ろ
か
ら
乗
馬
を
始
め
ま
し
た
。
き
っ
か
け

は
思
い
出
せ
な
い
く
ら
い
自
然
で
、
大
き
な
馬

に
も
い
つ
の
間
に
か
乗
れ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

牧
園
高
校
時
代
に
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
な
ど

華
や
か
な
活
躍
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
福
岡

の
大
学
に
進
学
し
、
そ
の
後
勤
め
た
福
岡
の
乗

馬
ク
ラ
ブ
で
は
長
い
下
積
み
生
活
が
待
っ
て
い

THE SCENE

霧島に生きる

こ
の
作
戦
が
功
を
奏
し
、
３
度
目
の
国
体
で
初

の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

「
多
く
の
大
会
に
出
場
し
た
こ
と
は
自
信
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
騎
手
に
不
安
な
気
持
ち
が

あ
る
と
馬
に
伝
わ
り
ま
す
。
優
勝
を
決
め
た
瞬

間
の
一
体
感
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま

す
。
お
互
い
を
信
頼
し
、
心
が
通
っ
た
最
高
の

ジ
ャ
ン
プ
で
し
た
」
と
笑
顔
で
話
す
村
岡
さ
ん
。

「
こ
の
優
勝
は
み
ん
な
の
お
か
げ
。
フ
レ
ー

ゲ
ル
Ｚ
を
貸
し
て
く
れ
る
寺
脇
さ
ん
。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
父
の
よ
う
に
、
兄
の
よ
う
に
私
を
育

て
て
く
れ
る
長
命
さ
ん
。
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚ
も
霧

島
の
大
自
然
も
、
全
て
の
も
の
に
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

愛
馬
の
顔
を
愛
お
し
そ
う
に
撫
で
る
村
岡
さ

ん
の
今
の
目
標
は
「
国
体
で
２
度
優
勝
し
た
長

命
さ
ん
の
記
録
を
超
え
る
こ
と
」。
村
岡
さ
ん

と
フ
レ
ー
ゲ
ル
Ｚ
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
す
。

馬と走る、跳ぶ、生きる。

写真：南日本新聞社提供

霧島高原乗馬クラブの歴史／明治29年に全国で２か所設置された国立牧場があった場所に、昭和48年、霧島高原乗馬クラブを開設。同クラブ代表の長命信一郎
さんは国体で２回優勝、インストラクターの春田裕介さん、東郷正也さんも国体上位入賞選手。また、ＪＲＡ騎手の四位洋文さんなど多くの優秀な選手を輩出している。

国民体育大会
馬術 六段障害飛越

優勝
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ジュニア部門・幼児の部
きりしま大賞

「むしさがし」
かみべっぷそうま
（陵南幼稚園年中）

 

以
下
、
写
真
掲
載
の
き
り
し
ま
大
賞
を

除
く
上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

【
自
由
部
門
】

●
特
別
賞
＝
本
田
廣
子
、
鎌
田
高
明
、

山
元
い
づ
み
、
木
場
明
正
、
上
赤
芳
樹
、

小
野
郁
子
、
伊
地
知
和
枝
、
竹
原
美
智

子
（
以
上
霧
島
市
）、
谷
口
リ
キ
子
、
松

薗
守
男
（
以
上
曽
於
市
）、
後
田
知
子
、

原
田
文
夫
（
以
上
鹿
児
島
市
）、
石
原
琢

二
郎
（
日
置
市
）、
永
吉
み
さ
子
（
伊
佐

市
）

●
優
秀
・
秀
作
・
奨
励
賞
＝
飯
ヶ
谷
清

治
、
谷
口
隆
、
土
寄
圭
子
、
桐
野
有
光
、

松
元
美
穂
、
後
藤
ス
ミ
子
、
鎌
田
明
日

香
（
以
上
霧
島
市
）、
片
下
由
紀
子
、
米

倉
秀
一
（
以
上
鹿
児
島
市
）、
田
中
絹
子
、

左
近
充
慧
（
以
上
伊
佐
市
）、
小
田
弥
生
、

松
元
雅
子
（
以
上
姶
良
市
）、
三
田
公
子

（
曽
於
市
）、
田
上
俊
彦
（
日
置
市
）、
井

上
保
子
（
南
九
州
市
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

●
特
別
賞
＝
谷
口
隆
、
ゑ
も
ん
入
来
、

鶴
ヶ
野
玲
子
、
鵜
木
ひ
ろ
子
、
松
元
美

第９回きりしま美術展

穂
、
長
﨑
ナ
ル
、
竹
原
美
智
子
、
木
場

政
次
、
上
別
府
さ
ゑ
、
飯
ヶ
谷
清
治
、

掛
川
洋
三
、
湯
脇
公
平
（
以
上
霧
島
市
）、

牧
田
か
お
り 

（
指
宿
市
）、
江
藤
ト
ミ

子
（
曽
於
市
）

●
優
秀
・
秀
作
・
奨
励
賞
＝
下
村
智
子
、

彌
勒
節
子
、
村
上
恵
美
子
（
以
上
霧
島

市
）、
氏
益
洋
子
（
小
林
市
）、
黒
木
榮

子
、
鮫
島
康
代
（
以
上
鹿
児
島
市
）、
境

良
子
（
高
原
町
）、
半
仁
田
晴
子
（
伊
佐

市
）、
藤
井
孝
良
（
姶
良
市
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

幼
児
の
部

●
特
別
賞
＝
く
ろ
ま
る
ま
り
ん
、
と
く

し
げ
ゆ
き
な（
以
上
陵
南
幼
）、
い
し
は

ら
し
ょ
う
け
い
、た
か
う
え
か
な
で（
以

上
高
千
穂
保
）、
し
も
だ
も
も
こ
、
ふ
る

か
わ
む
ね
の
り（
以
上
宮
内
幼
）、
し
ょ

う
い
ち
ひ
な
、は
ら
だ
し
ょ
う
、お
お
た

か
せ
い（
以
上
大
窪
保
）、
あ
か
つ
か
ゆ

あ
、
な
が
た
ゆ
い
、
と
く
な
が
そ
う
ま

（
以
上
宮
内
保
）、や
ま
し
た
れ
い
あ（
隼

人
ひ
ま
わ
り
保
）、
な
か
む
ら
こ
と
ね

（
ひ
か
り
保
）、こ
じ
ま
ゆ
づ
き（
浄
光
保
）

小
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
春
田
佳
純
、
山
口
聖 

（
以

上
木
原
小
）、
愛
甲
梨
桜
、
渕
元
李
桜
、

中
村
匠
汰
（
以
上
国
分
西
小
）、
福
薗

凜
太
朗
、
徳
重
海
成
、
井
上
希
寧
（
以

上
川
原
小
）、
黒
木
琴
音
、
村
上
大
芽

（
以
上
霧
島
小
）、
杉
尾
瑛
汰
（
向
花
小
）、

新
門
寛
之
（
永
水
小
）、
梶
原
圭
太
（
三

体
小
）、
藤
田
ジ
ャ
ル
ナ
（
持
松
小
）、

山
下
和
歌
那
（
宮
内
小
）

中
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
窪
山
茜
里
（
木
原
中
）、
阿

久
井
七
海
、
福
元
理
子
（
以
上
牧
園
中
）、

寺
島
奈
美
恵
（
隼
人
中
）、
牧
紀
圭
（
国

分
南
中
）、
隈
﨑
藍
海
、
合
島
空
来
、
岩

重
日
奈
子
、西
那
々
加
、田
中
梨
乃
（
以

上
日
当
山
中
）、
山
里
梨
央
、
原
田
竜
輔
、

古
久
保
和
馬
、
本
村
真
里
亜
、
迫
田
彩

花
（
以
上
舞
鶴
中
）

◎�

問
＝
き
り
し
ま
美
術
展
実
行
委
員
会

事
務
局
（
文
化
振
興
課
内
）☎（
42
）

１
１
１
９

きりしま美術展が開催され、自由部門179点、テーマ部門117点、ジュニア部門1,334点、
計1,630点の応募の中から、審査により入賞147点・入選441点が選ばれました。展示会
場の国分シビックセンターには10月６日（土）から10月19日（金）までの期間中、幼児から
一般の方の入賞・入選作品、招待作家および審査員の作品計593点が展示されました。
また、期間中には表彰式、展示会場でのトークショーが行われました。

ジュニア部門の入賞作品は次の会場でも展示します。

◉横川公民館＝11月14日（水）～ 11月27日（火）
◉牧園総合支所＝11月29日（木）～ 12月12日（水）
◉溝辺公民館＝12月14日（金）～ 12月27日（木）
◉国分郷土館＝ 1月 9日（水）～ 1月31日（木）

きりしま美術展テーマ部門
きりしま大賞

「噴火口（Ⅰ）」窪田秀子（小林市）

きりしま美術展自由部門
きりしま大賞

「刻 №５」梅山和子（霧島市）

ジュニア部門・中学生の部
きりしま大賞

「神社」南雲真鈴
（日当山中１年）

ジュニア部門・小学生の部
きりしま大賞

「動物となかよく」内村煌雅
（青葉小２年）

■
あ
な
た
の
歯
は
何
本
あ
り
ま
す
か

■�

歯
と
お
口
の
状
態
が
良
い
と
、
こ
ん
な
良

い
こ
と
が

◦�

噛
む
こ
と
で
脳
が
活
性
化
し
、
全
身
の
抵

抗
力
が
高
ま
る
。

◦�

よ
く
噛
む
こ
と
で
消
化
吸
収
が
良
く
な
り
、

胃
腸
へ
の
負
担
が
減
る
。

◦�

発
音
が
は
っ
き
り
し
、
会
話
が
は
ず
む
。

◦�

食
事
が
楽
し
く
、
笑
顔
が
増
え
る
。

◦�

表
情
が
明
る
く
豊
か
に
な
る
…
な
ど
。

歯
と
お
口
の
健
康
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９
０
５

霧
島
市
は
平
成
24
年
５
月
か
ら
妊
婦
さ
ん

を
対
象
に
歯
周
疾
患
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。妊

娠
中
は
食
事
や
間
食
の
回
数
が
増
え
た

り
、
つ
わ
り
で
歯
磨
き
が
し
に
く
く
な
っ
た

り
、
ホ
ル
モ
ン
の
変
化
で
む
し
歯
や
歯は

茎ぐ
き

の

腫
れ
・
出
血
な
ど
の
歯
周
疾
患
に
か
か
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
妊
婦
さ
ん
が
歯
周
疾
患
に
か
か
っ

て
い
る
と
赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
抑
制
や
子
宮
収

縮
を
ま
ね
き
、
低
体
重
児
出
生
や
早
産
の
リ

ス
ク
は
約
３
倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
ご
自
身
の
お
口
の
状
態
を
把
握
し
、

歯
周
疾
患
予
防
の
た
め
に
も
検
診
が
必
要
で

す
。妊

婦
さ
ん
へ
は
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付

時
に
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯ハ

ッ
ピ
ー
検
診
受
診

票
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
受
診
票
と
同

時
に
お
渡
し
す
る
「
検
診
委
託
医
療
機
関
一

覧
表
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
歯
科
医
院
に
受

診
票
を
持
参
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

検
診
費
用
は
無
料
で
す
。（
検
診
の
結
果
に

よ
っ
て
治
療
が
必
要
な
方
は
、
保
険
診
療
と

な
り
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
）

健
や
か
な
状
態
で
出
産
を
迎
え
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
ッ
ピ
ー
検
診
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
あ
な
た
の
お
口
の
状
態
は

歯
周
疾
患
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
次
の
項
目
に
当
て
は
ま
る
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

□
歯
茎
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

□
歯
磨
き
の
時
に
出
血
す
る

□
時
々
腫
れ
て
痛
む

□
歯
が
長
く
伸
び
た
よ
う
に
見
え
る

□
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
動
く
感
じ
が
す
る

□
歯
と
歯
の
間
に
食
べ
物
が
挟
ま
る

□�

朝
起
き
た
時
に
口
の
中
が
ネ
バ
つ
い
て
変

な
味
が
す
る

□
息
が
臭
い
と
言
わ
れ
る

□
歯
茎
を
押
さ
え
る
と
ウ
ミ
が
出
る

※�

歯
周
疾
患
は
重
症
に
な
る
ま
で
自
覚
し
に

く
い
病
気
で
す
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
一

つ
で
も
該
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
歯

科
医
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

すこやか保健センター

東　眞弓

マ
タ
ニ
テ
ィ
歯ハ

ッ
ピ
ー
検
診

（
妊
婦
歯
周
疾
患
検
診
）実
施
中

妊婦歯周
疾患検診

やさしい健康講座
H E A L T H Y  L E C T U R E

年代別の平均歯数

厚生労働省「歯科疾患実態調査H23」より

40代

27.45
25.15

21.85

16.45

10.3

0

5

10

20

15

25

30
（本）

50代 60代 70代 80代
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P revention ◎暴力・虐待防止

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動

毎
年
、
11
月
12
日
か
ら
25
日
ま

で
の
２
週
間
は
、「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

暴
力
は
、
加
害
者
、
被
害
者
の

間
柄
や
性
別
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
運
動
を
き
っ
か
け
に
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て
考
え
、

暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

■�

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
と
は

第
２
回
霧
島
市
10
万
本
植
林

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
募
集

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
、
地

球
温
暖
化
対
策
や
環
境
学
習
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
講
座
と
植

林
教
室
を
行
い
ま
す
。（
雨
天
決

行
）

■�

宮
脇
昭
方
式
霧
島
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
講
座

⃝
�

日
時
＝
12
月
15
日（
土
）午
後
２

時
～
５
時
（
予
定
）

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森

⃝
�

内
容
＝
宮
脇
昭
先
生
か
ら
直
接

植
林
方
法
を
学
び
ま
す
。

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
、
恋
人

か
ら
の
暴
力
の
こ
と
で
す
。
殴

る
・
蹴
る
と
い
う
行
為
だ
け
が「
暴

力
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
な
い

言
動
で
相
手
の
心
を
傷
つ
け
る

「
精
神
的
暴
力
」
や
生
活
費
を
渡

さ
な
い
「
経
済
的
暴
力
」、
友
人

と
の
交
際
を
制
限
す
る
「
社
会
的

⃝
�

定
員
＝
36
人

■
植
林
教
室

⃝
�

日
時
＝
12
月
16
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
上
野
原
縄
文
の
森

⃝
�

内
容
＝
７
０
０
０
本
植
林
し
ま

す
。

⃝
�

定
員
＝
５
０
０
人

※�

申
し
込
み
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧

島
ふ
る
さ
と
命
の
森
を
つ
く
る

会
事
務
局
（
〒
８
９
９
－
４
３

３
２
国
分
中
央
一
丁
目
7
－
32
、

℻（
73
）５
５
８
１
、furum

ori�
@
dune.ocn.ne.jp

）
へ
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
。

暴
力
」
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
、
中
高
生
・
大
学
生
な
ど

の
カ
ッ
プ
ル
の
間
で
起
こ
る

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
も
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
相
談
窓
口

も
し
、
Ｄ
Ｖ
の
被
害
を
受
け
て

悩
ん
で
い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

鹿
児
島
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９（
２
２
２
）１
４
６
７

⃝
�

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
９（
２
２
１
）６
６

３
０
・
６
６
３
１

⃝
�

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
保
健

◎�

問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

６
１

福
祉
環
境
部
☎（
44
）７
９
６
５

⃝
�

霧
島
警
察
署
生
活
安
全
刑
事
課

☎（
47
）２
１
１
０

⃝
�

市
福
祉
事
務
所
家
庭
児
童
相
談

室
☎（
64
）０
８
８
１

◎�

問
＝
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参

画
推
進
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９

１
４

11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

⃝
�

標
語
＝
気
づ
く
の
は 

あ
な
た

と
地
域
の 

心
の
目

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

に
、「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

地
域
お
こ
し
に
む
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、

地
域
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
な
ど

の
活
用
と
地
域
振
興
に
つ
い
て
学

ぶ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。（
参
加
無
料
）

⃝
�

日
時
＝
12
月
９
日（
日
）午
後
１

時
10
分
～
４
時
50
分

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
（
旧
鹿
児
島
県
人
材
育
成

セ
ン
タ
ー
）

る
子
ど
も
」
を
見
つ
け
た
と
き
に

は
、
た
め
ら
わ
ず
に
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
あ
な

た
か
ら
の
児
童
相
談
所
や
市
町
村

へ
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と
な

り
ま
す
。

虐
待
の
発
生
予
防
・
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎�

問
・
相
＝
児
童
福
祉
課
子
育
て

支
援
推
進
室
、
家
庭
児
童
相
談

室
☎（
45
）５
１
１
１（
内
線
２
０

５
１
・
２
０
５
２
・
２
０
４
４
）

⃝
�

内
容
＝
小
水
力
発
電
や
太
陽
光

発
電
、
温
泉
発
電
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
講
演
と
地
元
企

業
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。

⃝
�

定
員
＝
１
５
０
人
（
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
環
境
衛
生
課
に
あ

る
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
フ
ァ
ク
ス
で
。

◎�

問
・

＝
九
州
経
済
産
業
局
資

源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
広
報
室
☎
０
９
２

（
４
８
２
）５
４
６
８
、
℻
０
９

２（
４
８
２
）５
３
９
８

「
龍
馬
と
お
龍
さ
ん
へ
、

元
気
に
な
る
手
紙
」募
集

塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園
開
園
３
周

年
を
記
念
し
て
、
文
書
き
名
人
の

坂
本
龍
馬
に
ち
な
み
、
龍
馬
と
そ

の
妻
お
龍
に
宛
て
た
手
紙
を
募
集

し
ま
す
。
入
賞
作
品
に
は
賞
金
な

ど
が
あ
り
、
龍
馬
資
料
館
で
展
示

し
ま
す
。

⃝
�

応
募
規
定
＝
Ａ
４
サ
イ
ズ
以
下

の
任
意
の
用
紙
に
、
手
書
き
８

０
０
字
以
内
で
手
紙
を
書
き
、

折
り
曲
げ
ず
郵
送
。

⃝
�

賞
＝
金
賞
（
１
編
／
３
万
円
）、

銀
賞
（
１
編
／
２
万
円
）、
銅

賞
（
１
編
／
１
万
円
）、
佳
作

（
10
編
／
５
０
０
０
円
）、
入
選

（
30
編
／
龍
馬
資
料
館
・
温
泉

無
料
券
）

⃝
�

応
募
締
切
＝
平
成
25
年
１
月
15

日（
火
）

⃝
�

発
表
＝
入
賞
者
に
通
知

※�

応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
ま
す
。

◎�

問
・

＝
塩
浸
温
泉
龍
馬
公
園

☎（
76
）０
０
０
７

第
６
回
き
り
し
ま
歴
史
散
歩

⃝
�

日
時
＝
12
月
９
日（
日
）午
前
９

時
～
正
午
（
受
付
＝
午
前
８
時

30
分
～
９
時
）

⃝
�

集
合
場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
前

⃝
�

内
容
＝
大
隅
国
１
３
０
０
年
の

足
跡
を
た
ど
る
（
大
隅
国
ゆ
か

り
の
地
を
徒
歩
で
巡
り
ま
す
）

⃝
�

対
象
者
＝
小
学
生
以
上

⃝
�

募
集
人
数
＝
30
人
程
度

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で
。

⃝
�

申
込
期
間
＝
11
月
16
日（
金
）～

30
日（
金
）

※�

運
動
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
飲
み
物
な
ど
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

◎�

問
・

＝
文
化
振
興
課
文
化
財

グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
９

郷
土
館
体
験
学
習

「
ミ
ニ
門
松
づ
く
り
」

⃝
�

日
時
＝
12
月
15
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
正
午
（
午
前
９
時
20

分
集
合
）

⃝
�

場
所
＝
国
分
郷
土
館

⃝
�

対
象
＝
小
学
校
３
～
６
年
生

⃝
�

定
員
＝
児
童
30
人
（
保
護
者
同

伴
可
）
※
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選

⃝
�

参
加
費
＝
３
０
０
円

⃝
�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
は
さ
み
、

作
業
用
手
袋
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
参

加
児
童
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
学
校
学
年
、
連
絡
先
、

保
護
者
同
伴
の
場
合
は
保
護
者

の
人
数
を
明
記
し
て
郵
送
。
※

１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
応
募

可
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
12
月
５
日（
水
）必

着
◎�

問
・

＝
文
化
振
興
課
文
化
財

グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
９
、

〒
８
９
９
－
５
１
９
２
隼
人
町

内
山
田
一
丁
目
11
－
11

「
第
64
回
人
権
週
間
」

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
～

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23

年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連
合

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
12
月

10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら

れ
ま
し
た
。
法
務
省
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
12
月
４
日

か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」

と
し
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
霧
島
市
で
は
、
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
た
15
人
の
人
権
擁
護

委
員
が
地
域
に
密
着
し
た
存
在
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
を

行
っ
た
り
、
人
権
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

■
霧
島
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
国
分
】
川
畑
和
子
、
岩
下
彰
、

漆う
る
し

木き

ミ
ヱ
、
山
下
佐
和

子
、
石
塚
義
人

【
溝
辺
】
野
元
耕
一
、
剥
岩
裕

【
横
川
】
山
下
弘
文

【
牧
園
】
古
川
正
利

【
霧
島
】
中
神
実

【
隼
人
】
下
玉
利
守
、
居い

細ざ
い

工く

學
、

井
上
嘉か

知ち

子こ

、福
丸
育
美 

【
福
山
】久
木
田
き
く
み（
敬
称
略
）

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
18
年
６
月
に
、「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
12
月
10
日
か

ら
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵

害
問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
国
分

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
１
階
で
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
す
。
本
市
に
も
、

北
朝
鮮
に
よ
り
拉
致
さ
れ
た
疑
い

の
あ
る
特
定
失
踪
者
の
ご
家
族
が

お
ら
れ
ま
す
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

夫
か
ら
の
暴
力
や
職
場
な
ど
に

お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
そ
の
ほ
か
女
性
を
め
ぐ
る

人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

⃝
�

相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）
８
１
０

⃝
�

日
時
＝
11
月
12
日（
月
）～
18
日

（
日
）【
平
日
】
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、【
土
日
】
午
前

10
時
～
午
後
５
時

◎�

問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
９
９（
２
５
９
）０

６
８
４

E vent ◎歴史イベント情報E vent ◎環境イベント情報

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

昨年の植林教室の様子
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市からのお知らせや
募集などの
情報をお届けします。

詳細な情報は掲載されている問い合わせ先に、ご連絡ください。

K i r i s h i m a  I n f o r m a t i o n

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業

地域振興課、各総合支所地域振興課

国分駐屯地記念式典
⃝�日時＝12月９日（日）午前８時～午後３時30分
⃝�場所＝陸上自衛隊国分駐屯地
⃝�内容＝式典、音楽演奏、格闘訓練披露、レンジャーロー

プ体験、試着体験、試乗体験、薩摩剣士隼人ショー、
フリーマーケットなど。

※雨天時は内容、時間など変更する場合があります。
＝陸上自衛隊国分駐屯地広報班

☎（46）0350（内線227）

歳末助け合いチャリティーショー
隼人地区ボランティア連絡協議会の会員らが踊りや合

唱などを披露し、隼人町出身の演歌歌手「はやと」さんが
ゲスト出演します。
⃝�日時＝12月２日（日）午後０時30分から
⃝�場所＝隼人農村環境改善センター・ホール
＝隼人ふれあいセンター  ☎（42）2256

都築教育学園３校合同学園祭「結
ゆ い か

楓祭
さ い

」
⃝�日時＝11月23日（金）、24日（土）午前10時から
⃝�場所＝第一工業大学、第一幼児教育短期大学、鹿児島

第一医療リハビリ専門学校。
⃝�内容＝クイズ大会、男装女装コンテスト、「ＴＥＥ」のゲ

ストライブなど。※ライブは入場券が必要です。
＝第一工業大学教学課  ☎（45）0640

募　集
メディアセンター主催講座

１０７ ／パソコン基礎講座入門コース
⃝�期日＝12月11日（火）、12日（水）
１０８ ／パソコン基礎講座再チャレンジコース
⃝�期日＝12月13日（木）、14日（金）
⃝�時間＝午前９時30分～午後３時30分
⃝�会場＝メディアセンター
⃝�定員／受講料＝20人／ 1,000円
⃝�申込方法＝往復はがきに講座番号、講座名、住所、氏

名、電話番号を記入し郵送。
⃝�申込締切＝11月27日（火）必着
⃝�受講決定＝はがきで通知（申込多数の場合は抽選）
・ ＝メディアセンター  ☎（64）0919、

〒899-4394　国分中央三丁目45－1

国際料理キッチン
中国の年越し料理（水餃子）を作り、味わいながら国際

交流員たちと異文化の交流をしませんか。
⃝�日時＝11月28日（水）午後６時～８時30分
⃝�場所＝国分公民館２階調理実習室・講義室

⃝�定員＝15人（定員になり次第締め切ります）
⃝�参加費＝500円（保険料込み）
⃝�申込期限＝11月21日（水）
・ ＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914

天降川地区共同利用施設自主講座
■田舎そば打ち体験・昔ながらのそば汁作り講座
⃝�日時＝11月29日（木）午前９時～正午
⃝�定員＝20人（成人男女）
⃝�準備するもの＝エプロン・筆記用具・三角きん
⃝�受講料＝1,300円（材料費込み）※１人分のそばを持ち

帰りできます。
⃝�申込方法＝直接または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。
■クリスマス☆カラーセラピー講座
　～私へのプレゼントカード～
⃝�日時＝12月13日（木）午前10時～正午
⃝�定員＝15人（成人女性）
⃝�準備するもの＝筆記用具・ハサミ・手拭用タオル
⃝�受講料＝1,500円（材料費込み） 
⃝�申込方法＝直接または電話で。
⃝�申込期限＝定員になり次第。
・ ＝天降川地区共同利用施設  ☎（43）1951

婚活イベント「きりしまクローバーの夕べ」
独身の男女を対象とした出会いのイベント「きりしまク

ローバーの夕べ」が開催されます。
⃝�日時＝12月15日（土）午後３時～６時
⃝�場所＝鹿児島空港
⃝�応募締切＝12月３日（月）※定員になり次第締め切り
⃝�応募資格＝28歳から45歳までの独身男女それぞれ50

人（市内外は問いません）
⃝�参加費＝3,000円
※�詳しくは「きりしまクローバーの夕べ」ホームページをご

覧ください。
・ ＝実行委員会（きりしまミクス内） ☎（48）6620

相　談
移動援護相談

戦没者などの遺族に対する特別弔慰金、戦傷病者や
戦没者などの妻に対する特別給付金、援護年金、旧軍人
の恩給や扶助料、そのほか援護や恩給に関して日ごろか
ら疑問に思っていることなどについて、相談に応じます。
⃝�日時＝12月13日（木）午前10時30分～午後３時
⃝�場所＝国分公民館３階小研修室
⃝�相談員＝県庁社会福祉課職員
※�申し込みは必要ありません。相談に関する資料がある

方は当日お持ちください。
＝県庁社会福祉課恩給係  ☎099（286）2828

お知らせ
四種混合ワクチン予防接種開始

11月１日から、これまでの三種混合ワクチンに不活化ポ
リオワクチンを加えた四種混合ワクチンを、新たな３か月
児に接種します。

接種対象者は平成24年８月以降に生まれた方です。平
成24年７月以前に生まれたお子さんには、すでに三種混
合ワクチンと不活化ポリオワクチンの予診票を送付してい
ますので、三種混合ワクチンと不活化ポリオワクチンを用
いて、別々に接種するようにしてください。
＝健康増進課健康増進グループ  ☎（64）0905

かごしま子育て支援パスポート事業
地域全体で子育てを支援する気運づくりと子育て家庭

の経済的負担の軽減を図るために実施しています。
妊娠中の方、満18歳未満の子どもがいる世帯（本市住

民基本台帳登録者）にパスポートを交付し、そのパスポー
トを協賛店で提示すると、善意による支援サービスを受
けることができます。
⃝�サービス例＝スタンプポイントアップや商品の割引、ド

リンクサービスなど。
⃝�申請先＝児童福祉課、隼人福祉課、各総合支所市民

福祉課、福山市民サービスセンター。
※�妊婦の方は母子健康手帳を、児童と同居していない方

は養育関係を示す資料（保険証など）を提示してください。
※�詳しくは、担当課に問い合わせいただくか市ホームペー

ジをご覧ください。
＝児童福祉課子育て支援推進室  ☎（64）0881

農業振興地域整備計画見直しに
伴う現地調査にご協力ください

霧島市では、平成25年度に農業振興地域整備計画の
見直しを予定しています。

見直しに先立ち、本年度、農地の耕作状況などの現地
調査を行います。市発行の身分証明書を携帯した調査員
が伺いますが、皆さまの農地などに立ち入り調査する場
合がありますので、ご協力をお願いします。
⃝�対象区域＝農業振興地域内の農地
⃝�調査期間＝11月～平成25年２月
＝農政畜産課農政第１グループ  ☎（64）0910

空気が乾燥する季節、火災に注意
11月９日から15日までは「秋の火災予防運動」期間です。

寒くなり、ストーブなどの暖房器具を使う機会が多くなり
ます。火気の取り扱いには十分注意しましょう。また、暖
房器具の周りには燃えやすいものを置かないように心掛
けましょう。

住宅用火災警報器は、皆さまの大切な生命・財産を火
災から守るために全ての住宅に設置が義務付けられてい
ます。火災はいつ発生するか分かりません。もしものため
に、電池切れや作動状況の確認など日ごろの点検をお願
いします。まだ、設置がお済みでないご家庭は必ず設置し
てください。
＝消防局予防課  ☎（64）0433

クーリング・オフって何？
契約は、一度成立すると簡単に解除できません。しかし、

特定商取引法に定めのある訪問販売や電話勧誘販売な
どの不意打ち性の高い商法で契約をやめたいと思ったと
きは、クーリング・オフ制度があります。例外はありますが、
契約書を受け取ってから８日間は理由を問わず無条件で
契約解除が可能です。ただし、通信販売や店舗での購入
には、クーリング・オフの適用はありませんのでご注意くだ
さい。
⃝�クーリング・オフができるチェックポイント
◦現金取引の場合は、3,000円以上であること。
◦�契約書面を渡されていないときや記載内容に不備があ

るとき。
※�クーリング・オフができないなどの妨害があったときは、

日数を過ぎてもクーリング・オフができます。
＝霧島市消費生活センター  ☎（64）0964

スポーツ振興くじ（toto）助成金で
国分運動公園庭球場を改修

安心安全な利用と利用促進を
図るため、国分運動公園庭球場
の傷んでいた人工芝を全面張り
替えました。10月上旬から利用開始していますので、ご利
用ください。
＝保健体育課  ☎（42）1117

2013年版県民手帳を販売します
県民手帳は、県下各市町村別の統計資料や主要官公

庁一覧、観光情報などが掲載され、使いやすいと好評で
す。今年もスケジュール管理にご利用ください。
⃝�料金＝１冊500円（税込み）
⃝�販売期間＝11月下旬～平成25年１月末
⃝�販売場所＝国分シビックセンター１階売店、隼人地域

振興課、各総合支所地域振興課
＝�情報政策課統計グループ  ☎（64）0933、隼人
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
秘書広報課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.154/2012.11）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった中から森三の
2,000円の商品券を５人の方に
プレゼント。応募締め切りは１１月
16日（金）当日消印有効です。当選
の発表は、商品の発送を持ってか
えさせていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の周りであった身近な出来事や話題など、
何でも好きなことを書いてください。

おたより
待ってます

を
体
験
。

今
は
廃
線
に
な
っ
た
旧
大
隅
線

の
国
分
下
井
と
湊
の
境
に
あ
る
銅

田
駅
で
展
示
貨
車
を
見
学
。
福
山

駅
で
は
公
園
と
黒
酢
工
場
見
学
。

最
後
の
大
廻
駅
へ
。
そ
の
後
、
実

家
が
あ
る
福
山
町
佳
例
川
の
水
車

の
あ
る
水
の
駅
な
ど
18
駅
達
成
。

一
日
観
光
コ
ー
ス
で
し
た
。（
旅

人
36
歳
女
性
）

●

ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
コ
ー
ス
で
す

ね
。
市
内
に
あ
る
11
の
Ｊ
Ｒ
駅
舎

の
ほ
か
に
も
こ
ん
な
に
駅
が
あ
る

と
は
。
ま
た
違
っ
た
観
光
コ
ー
ス

を
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

第
９
回
き
り
し
ま
美
術
展
が

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
絵
心

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
美
術
展

と
い
う
も
の
に
今
ま
で
行
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
は
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
小
学
校
の
部
で
孫
が
入
選
し
、

絵
が
展
示
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で

出
か
け
て
み
ま
し
た
。
孫
の
絵
を

見
る
だ
け
の
つ
も
り
が
、
見
て
い

く
う
ち
に
幻
想
的
な
絵
の
世
界
に

時
間
を
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
絵

に
感
動
を
覚
え
、
ひ
と
と
き
の
清

涼
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
心

が
洗
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。
次
回

の
開
催
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
霧

島
人
60
歳
男
性
）●

一
筆
一
筆
思
い
を
込
め
て
描
く

絵
画
。
た
ま
に
は
美
術
館
に
出
か

け
て
み
る
の
も
い
い
か
も
。
福
山

町
に
は
有
名
絵
画
が
展
示
し
て
あ

る
松
下
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。

朝
夕
、
コ
タ
ツ
に
ス
イ
ッ
チ

オ
ン
。
市
内
で
も
一
番
寒

い
地
域
に
住
ん
で
い
ま
す
。
老
女

二
人
暮
し
。
一
日
一
回
夕
方
散
歩

に
行
き
ま
す
。
５
０
０
０
～
６
０

０
０
歩
く
ら
い
歩
き
ま
す
。

毎
日
、
自
然
に
か
え
ら
な
い
ビ

ン
・
缶
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
拾
っ

て
歩
く
、
ご
み
拾
い
の
ば
あ
ち
ゃ

ん
で
す
。
で
も
、
な
ぜ
、
道
路
に

ご
み
を
捨
て
る
の
で
し
ょ
う
か
。

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
、
ビ
ー
ル
缶
、

ジ
ュ
ー
ス
缶
な
ど
本
当
に
マ
ナ
ー
、

モ
ラ
ル
、
日
本
人
ら
し
く
生
き
て

ほ
し
い
。
生
き
た
い
。（
婆
Ｓ
・

Ｓ
68
歳
女
性
）

●

ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
寂
し
い

思
い
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
親

の
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

　先
日
、
子
ど
も
の
幼
稚
園
の

運
動
会
が
あ
り
、
家
族
総

出
（
私
、妻
の
両
親
や
伯
母
な
ど
）

で
行
き
ま
し
た
。

４
歳
に
な
る
息
子
は
初
め
て
の

運
動
会
。
緊
張
し
て
い
る
の
か
、

開
会
式
の
時
は
不
安
な
表
情
。
少

し
心
配
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
親
に
な
っ
て
味
わ
え
る
喜
び
と

思
い
見
守
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

競
技
は
か
け
っ
こ
の
順
番
と
な
り
、

息
子
が
走
る
組
。「
よ
ー
い
、ド
ン
」

の
声
と
と
も
に
走
り
だ
し
、
な
ん

と
１
等
賞
。
自
分
の
こ
と
の
よ
う

に
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
な
す
び

園
27
歳
男
性
）

●

１
等
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
元
気
に
成
長
し
て
く
れ
た
ら

そ
れ
だ
け
で
い
い
。
あ
と
少
し
運

動
が
で
き
た
ら
、
勉
強
が
で
き
た

ら
と
私
の
要
求
は
天
井
知
ら
ず
。

こ
の
他
に
３
通
の
は
が
き
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
章
は
添
削
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

妻
の
郷
里
霧
島
市
に
来
て
か

ら
４
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

最
初
は
言
葉
や
風
習
の
違
い
に
戸

惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
今

で
は
市
民
講
座
に
通
い
、
地
域
の

人
た
ち
と
交
流
す
る
こ
と
で
少
し

は
慣
れ
た
つ
も
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
近
く
の
小
学
校
の

運
動
会
を
見
に
行
っ
て
、
驚
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
用
の

テ
ン
ト
に
「
禁
煙
・
禁
酒
」
の
張

り
紙
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
近
年

は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、「
禁

酒
」
と
書
く
と
い
う
こ
と
は
も
し

か
し
て
お
酒
を
飲
む
人
が
い
る
？

確
か
に
豪
華
な
お
弁
当
を
作
っ
て

児
童
と
保
護
者
・
家
族
が
そ
ろ
っ

て
昼
食
を
と
る
。
そ
の
と
き
つ
い

焼
酎
を
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
。
今
で
も
も
し
か
し
た
ら
。

少
し
ア
ル
コ
ー
ル
の
に
お
い
が
し

た
よ
う
に
思
っ
た
の
は
私
の
気
の

せ
い
で
し
ょ
う
か
。（
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
ビ
ー
ル
65
歳
男
性
）

●

鹿
児
島
だ
け
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
10
年
く
ら
い
前
ま
で
は
運

動
会
で
ビ
ー
ル
や
焼
酎
を
飲
む
の

が
普
通
で
し
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど

の
学
校
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
…
。

秋
の
夜
長
、
虫
の
大
合
唱
が

毎
晩
続
い
て
い
ま
す
。
昨

年
の
５
月
末
に
40
年
住
ん
で
い
た

川
崎
か
ら
生
ま
れ
故
郷
鹿
屋
の
近

く
で
環
境
の
い
い
霧
島
を
終つ
い

の
棲す

み

家か

と
決
め
、
引
っ
越
し
て
早
一
年

半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
は
不
安

な
毎
日
で
し
た
が
、
最
近
自
治
会

の
運
動
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

地
域
の
皆
さ
ま
と
触
れ
合
い
が
で

き
、
と
っ
て
も
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
催

し
物
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。（
温
泉
だ
い
す

き
66
歳
女
性
）

●

楽
し
い
地
域
に
し
よ
う
と
皆
さ

ん
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

霧
島
市
の
自
治
会
の
加
入
率
は
全

体
で
約
68
％
。
市
で
は
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
自

治
会
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

あ
ち
こ
ち
で
紅
葉
便
り
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
入
山

規
制
の
た
め
去
年
は
大
浪
池
の
紅

葉
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
今
年
は
と
て
も
楽
し
み
で

す
。
今
年
の
紅
葉
は
期
待
で
き
そ

う
で
す
よ
。（
も
も
じ
45
歳
男
性
）

●

１
月
26
日
、
新
燃
岳
が
噴
火
し

て
ま
も
な
く
２
年
。
噴
出
し
た
軽

石
は
世
界
で
一
番
新
し
い
も
の
。

噴
火
後
の
新
し
い
霧
島
山
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。

冬
に
新
川
渓
谷
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
通
る

た
び
に「
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
」

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
６

月
に
完
成
し
、新
川
渓
谷
公
園（
散

歩
道
）
と
な
り
、
喜
ん
で
散
歩
を

楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
体
調
不
良
で
し
ば
ら

く
行
け
ず
、
９
月
末
に
久
し
ぶ
り

に
行
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
完
成

時
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
草
が
生

い
茂
り
、
歩
道
に
は
か
ず
ら
が
伸

び
、
木
の
根
元
に
は
枯
れ
葉
が
積

り
、
歩
く
と
ク
モ
の
糸
が
顔
に
か

ら
ま
り
…
ビ
ッ
ク
リ
で
し
た
。
そ

れ
で
も
歩
き
な
が
ら
「
近
く
だ
っ

た
ら
、
掃
除
す
る
の
に
な
あ
」
な

ど
と
考
え
て
帰
り
ま
し
た
。

で
も
、
10
月
初
め
に
行
く
と
、

き
れ
い
に
除
草
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
よ
っ
し
ゃ
」
と
車
を
降
り
る
と
、

ま
だ
、
発
電
所
近
く
を
作
業
中
で

し
た
。
10
月
と
は
い
え
、
強
い
日

差
し
の
中
で
の
作
業
、
汗
だ
く
で

大
変
そ
う
で
し
た
。「
あ
り
が
と
う
、

お
疲
れ
様
」
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や

き
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
し
ば
ら
く

歩
い
て
帰
り
ま
し
た
。
散
歩
道
は

午
後
に
な
る
と
日
陰
に
な
る
部
分

が
多
い
の
で
暑
い
日
で
も
ゆ
っ
く

り
楽
し
め
ま
す（
溝
辺
の
リ
ト
ル
・

ゾ
ン
ビ
・
ゾ
ン
ビ
66
歳
男
性
）

●

妙
見
温
泉
と
潮
浸
温
泉
の
間
に

あ
る
場
所
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
新
川
渓
谷
と
色
づ
い
た
も

み
じ
を
見
な
が
ら
の
散
歩
が
楽
し

め
そ
う
で
す
。

車
で
霧
島
市
の
駅
を
ド
ラ
イ

ブ
。
ま
ず
、
隼
人
駅
か
ら

ホ
タ
ル
駅
と
呼
ば
れ
る
日
当
山
駅
。

九
州
で
最
古
の
木
造
駅
舎
、
し
か

も
登
録
有
形
文
化
財
の
嘉
例
川
駅

と
大
隅
横
川
駅
。
横
川
で
は
物
産

館
「
よ
い
や
ん
せ
」
に
寄
り
道
。

霧
島
の
道
の
駅
、
神
話
の
里
公
園

で
昼
食
。
霧
島
神
宮
駅
で
は
足
湯

前田高子さん（隼人町）
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〈随ずいそう想〉

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

このたび、森三国分中央店が移転リニューアルいたしました。緑
に囲まれた小道を行くと、そこには甘い香りとかわいくて素

す

敵
て き

な
おいしいお菓子。
真っ赤なイチゴが目印です。皆さまのご来店をお待ちしております。
今回、2,000円の商品券を５人の方にプレゼントいたします。

◎ ＝㈲森三 本部事務所 ☎（48）8070

◎人口／128,254人（－92）
男性／ 61,692人（－46）
女性／ 66,562人（－46）
出生 94人／死亡 99人
転入268人／転出352人
◎世帯数／58,861世帯（－26）

（平成24年10月１日現在）

11PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださった方の中から

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ない方も、インターネット接続可能な
携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

縄
文
人
か
ら
学
ぶ
こ
と

今
か
ら
15
年
前
、
全
国
に
衝

撃
が
走
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

縄
文
文
化
は
東
か
ら
西
へ
と
広

が
っ
た
と
さ
れ
る
見
方
が
一
般

的
で
し
た
が
、
上
野
原
遺
跡
の

発
掘
調
査
で
覆
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
原
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

定
住
化
し
た
集
落
が
約
９
５
０

０
年
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

証
は
地
層
を
形
成
し
た
姶
良
カ

ル
デ
ラ
や
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
な
ど

か
ら
噴
出
し
た
火
山
灰
が
示
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
の
で
す
。
ま
さ
に
ジ

オ
の
恵
み
で
す
。
縄
文
人
た
ち

は
度
重
な
る
自
然
災
害
や
被
害

に
め
げ
ず
、
大
自
然
と
向
き
合

い
な
が
ら
た
く
ま
し
く
生
き
抜

い
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
上
野

原
の
地
層
は
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
ん
な
地
層
を
目
の
当
た
り

に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
の
で
き

る
上
野
原
縄
文
の
森
も
開
園
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
県
と
市

で
協
働
し
て
縄
文
シ
テ
ィ
サ

ミ
ッ
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
成
功
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

来
訪
者
を
も
て
な
し
て
き
た
ど

ん
ぐ
り
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
や
国

分
南
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
息

の
長
い
活
動
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
す
。
未
来
を
創
り
、
今
を
生

き
る
意
味
を
探
し
に
上
野
原
縄

文
の
森
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

E
D

IT
O

R
'S

「沈下橋がある」という情報を聞き、車
を走らせる。初めて通る細い道。“道
を間違ったかな”と不安が頭をよぎっ
た瞬間、川が見えた。一人の古老が
橋にかかった流木を取り除いている。
「何ていう橋ですか」「名前はないよ」
水が増えると沈むこの橋は、低いた
め、すぐに流木やごみがひっかかる。
地元の方に見守られ、利用されてい
る。カメラを向けると古老は消え、川
面は静かな景色だけを映していた。

名もなき橋（牧園町）
10月21日　午前11時11分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～ 55㎜ 
Ｆ3.5 ～ 5.6  1/125  F4.0  ISO100

フ レーゲルZは大きくて近づくのが怖かったが、よく見ると穏やかな
顔をしている。村岡さんの優しい目元と重なる。しなやかに障害

物を跳び越える姿に目を奪われた。乗馬って「馬を上手に扱うこと」だ
と思っていた。「馬の持つ力を引き出すこと」と村岡さん。深いです（う）

サ ツマイモとアケビをもらい、わが家に持ち帰った。両方とも同じ
紅色でとてもおいしそう。次の日、家に帰るとサツマイモの天ぷ

らが食卓に並ぶ。すると妻が「腐れかけのブヨブヨしたサツマイモが入っ
ていたよ」と言う。もしアケビを料理していれば黒ジョカものだった（は）

三 色ふかしイモを試食。３種類とも味が違っておいしかった。中でも
オレンジ色の通称ニンジンイモは初めて食べた。なんとなくニンジ

ンの味がして、あまりのおいしさに食べすぎてしまった。まだまだ知らな
い食がある。食欲の秋、皆さんも霧島の食を探しに出かけてみては（み）

食 事を済ませ夜のウオーキング。白い服に肩には反射材タスキ、早
歩きで往復 3㌔を30分かけて歩く。帰りついたころにはうっすら

と汗。風呂に入ると痩せたような気がする。すがすがしい気持ちでビー
ルを一杯、つまみを食べ、ついには焼酎。いつも腹いっぱい。幸せ（た）

今月の表紙

す
。『

音
楽
は
最
高
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
』
だ
と
信
じ

て
や
ま
な
い
の
で
す
が
、
実
際
ピ

ア
ノ
を
弾
い
た
り
唄
っ
た
り
し
て

い
る
と
話
し
か
け
て
く
だ
さ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
つ
い

さ
っ
き
ま
で
お
互
い
の
事
を
全
く

知
ら
な
か
っ
た
者
同
士
が
、
ま
る

で
昔
か
ら
の
知
り
合
い
だ
っ
た
か

の
よ
う
に
談
笑
し
あ
う
様
子
は
、

周
り
一
帯
の
空
気
さ
え
も
和
や
か

な
も
の
に
変
え
て
い
く
力
が
あ
る

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
人

と
人
と
の
距
離
感
を
つ
か
み
づ
ら

い
昨
今
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
い
と

も
簡
単
に
解
決
で
き
る
『
現
代
に

適
し
た
場
所
』
を
設
け
て
も
ら
い
、

大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

県
外
で
の
生
活
で
、
絶
え
間
な

く
発
着
す
る
電
車
や
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
う
街
を
体
感
し
て
き
ま
し

た
が
、
や
は
り
故ふ

る

郷さ
と

の
強
さ
に
は

か
な
い
ま
せ
ん
。
帰
省
す
る
際
、

九
州
自
動
車
道
の
加
久
藤
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
て
見
え
る
霧
島
山
や
福

山
町
上
空
を
飛
ぶ
飛
行
機
か
ら
見

下
ろ
す
錦
江
湾
の
景
色
を
見
て
涙

ぐ
ん
だ
人
間
は
お
そ
ら
く
私
だ
け

で
は
な
い
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私

と
同
世
代
の
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
が
切
望
す
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
の
誘
致
や
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
の
主
要
道
路
の
拡
張
工
事
、

国
分
・
隼
人
地
区
以
外
の
人
口
増

加
傾
向
地
区
へ
の
ス
ー
パ
ー
の
誘

致
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
に

力
を
入
れ
て
ほ
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

自
ら
選
択
で
き
な
い
ほ
ど
の
た

く
さ
ん
の
情
報
が
あ
ふ
れ
か
え
り
、

Profile
ながはま ゆき（29）
霧島市溝辺町有川出身、専業主婦。

「アンテナは広く」がモットー。趣
味は菓子・パン作りと洋裁で、焼
いたパンやケーキを近所の友達に
おすそわけするのと、家族全員の
服を手作りするのが生きがい。心
理学の本を読む事も好き。たまに
中央のストリートピアノでJAZZ
仲間と歌の練習をしている。

先
週
末
、
田
ん
ぼ
の
稲
落
と
し

の
手
伝
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

手
伝
い
と
い
っ
て
も
、
妊
娠
中
の

身
な
の
で
昼
の
お
弁
当
を
作
っ
て

持
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し
た
。

兄
嫁
と
肩
を
並
べ
て
握
っ
た
炊
き

た
て
の
塩
む
す
び
が
教
え
て
く
れ

た
手
の
ひ
ら
の
ジ
ン
ジ
ン
と
し
た

熱
さ
は
、
痛
さ
よ
り
も
心
地
よ
さ

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

秋
の
日
差
し
を
あ
び
て
黄
金
色

に
輝
く
稲
穂
た
ち
を
眺
め
な
が
ら

「
原
風
景
、
か
ぁ
…
」
ふ
と
、
こ

う
つ
ぶ
や
い
て
３
歳
の
娘
に
目
を

や
る
と
、
あ
ぜ
道
の
つ
ゆ
草
を
つ

ぶ
し
た
の
か
誇
ら
し
げ
に
青
く
染

ま
っ
た
指
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
稲
穂
の
輝
き
は
、
き
っ

と
彼
女
の
心
の
奥
底
に
も
焼
き
つ

け
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

夫
の
転
勤
で
２
年
ほ
ど
神
奈
川

と
熊
本
で
暮
ら
し
、
一
昨
年
の

秋
、
霧
島
市
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
を
弾
く
友
人
に
誘

わ
れ
ジ
ャ
ズ
を
唄
う
機
会
に
恵
ま

れ
た
の
で
、
育
児
の
傍
ら
国
分
中

央
の
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ

て
い
る
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
で
練

習
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま

見
え
な
い
敵
『
ス
ト
レ
ス
』
に
脅

か
さ
れ
る
毎
日
の
中
で
、
ほ
ん
の

少
し
だ
け
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
場

所
を
み
ん
な
が
欲
し
て
い
る
の
は

紛
れ
も
な
い
事
実
だ
と
思
い
ま
す
。

私
の
大
好
き
な
故
郷
が
「
原
風

景
」
と
「
現
代
の
風
景
」
が
バ
ラ

ン
ス
良
く
調
和
す
る
ま
ち
と
な
り
、

た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
に
願
っ
て
。

私
も
、ひ
と
つ
で
も
多
く
の「
お

お
き
に
」「
あ
い
が
と
な
ぁ
」「
あ

り
が
と
う
」
が
聞
け
る
よ
う
、
歌

声
と
幸
せ
を
配
っ
て
歩
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
刈
り
の
後
、
静
か
な
時
間
が
流
れ
る

木
陰
で
の
昼
食

大好きな故郷に思うこと
◎長濵  ゆき

森
もり

三
ぞう

の商品券をプレゼントします
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